
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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1　卒そつ業ぎょう旅りょ行こう







　真まっ青さおに晴はれた空そらを、トンビが、ゆうがに飛とんでいる。今いまにも走はしりだしたい気き持もちをおさえて、あたしたちは信しん号ごうが青あおに変かわるのを待まっている。

　パッと青あおに変かわったとたん、みんなで前まえに飛とび出だした。

　角かどをまがって、路ろ地じを走はしりぬける。だんだんと大おおきくなる波なみの音おとに、気き持もちが高たか鳴なる。

「おおっ！　見みえてきた！」

　先せん頭とうを走はしる鈴すず木き陵りょう馬ま君くんが声こえをはずませる。瀬せ田た康こう平へい君くんが軽かるい足あしどりでリョウマ君くんを追おいかける。

「やっべ。テンション、上あがってきたー。」

「二人ふたりとも待まってよ。なにも走はしらなくたって、いいじゃない！」

って、文もん句くを言いいながらも、藤ふじ本もと彩あや芽めちゃんが、目めをキラキラさせて追おいかける。

　あたしの少すこし後うしろにいる親しん友ゆうの山やま田だ星空ティナちゃんが、あきれた顔かおで言いう。

「ちょっと、みんな、はしゃぎすぎよっ。」

「でも、ゆっくり歩あるいてなんていられないっ！」

　息いきをはずませて、あたしは言いった。細ほそい路ろ地じを一列れつになって走はしりぬけると、急きゅうに視し界かいが開ひらけた。

「海うみだーーっ!!」

　あたしは走はしりながら両りょううでを上あげて、さけんだ。真まっ青さおな空そら、キラキラかがやく海うみ！

　気き持もちいいーー！

　あたし、黒くろ沢さわ花はな美び、十四歳さい。春はる休やすみの最さい後ごに、神か奈な川がわ県けんの葉は山やま町まちにある叔お母ばの愛あい子こさんの別べっ荘そうに、『夜よるカフェ』メンバー五人にんで旅りょ行こうに来きている。

　愛あい子こさんは、イラストレーターをしながら、自じ宅たくを改かい装そうして『三さん丁ちょう目めカフェ』を開ひらいている。

　そのカフェで、毎まい週しゅう水すい曜よう日びに開ひらいているのが、『夜よるカフェ』だ。みんなでいっしょにごはんを食たべたい。そんな願ねがいから生うまれた場ば所しょで、近きん所じょに住すむ小しょう学がく生せいと中ちゅう学がく生せいが、一週しゅう間かん交こう代たいで、ごはんを食たべに集あつまってくる。

　この春はるから高こう一のメンバーの中なかで、残のこるのはリョウマ君くんだけ。コウヘイ君くんとアヤメちゃんは、中ちゅう学がく卒そつ業ぎょうとともに『夜よるカフェ』も卒そつ業ぎょうした。

　きょうは二人ふたりの卒そつ業ぎょう記き念ねん旅りょ行こう二ふつ日か目めだ。

　その卒そつ業ぎょうメンバーはくつをぬぎ、春はるの海うみに足あしを入いれて、波なみ打うちぎわで遊あそんでいる。

「みなさーん。さっきも説せつ明めいしたけど、きょうはこれから、愛あい子こさんオススメのカフェで、お昼ひるごはんを食たべて、観かん光こうして、別べっ荘そうで夕ゆう飯はんを食たべまーす。いそがしいから水みず遊あそびはそのくらいにして、そろそろ行いくわよー。」

　砂すな浜はまに立たっているティナちゃんは、観かん光こうガイドの旗はたのように日ひ傘がさをふって、みんなをよんだ。

　ティナちゃんの両りょう親しんは、今いまは離り婚こんしちゃったけれど、超ちょうがつく有ゆう名めい女じょ優ゆうと俳はい優ゆうだ。ティナちゃんも、昨さく年ねん、大だい学がく生せいのサークルで作つくる映えい画がに主しゅ演えんし、今こ年としも『ゴーストタクシー』という映えい画がに女おんなの子この幽ゆう霊れい役やくで、出しゅつ演えんをすることになっている。

　ちなみに監かん督とくの松まつ永なが律りつさんは、ティナちゃんの初はつ恋こいの相あい手てだ。

「幽ゆう霊れいに日ひ焼やけは禁きん物もつ！」と言いって、ティナちゃんはどこへ行いくにも日ひ傘がさをさしていた。けれど……。

「みんな、こっちを向むいてー！　カレンたちに写しゃ真しん、送おくるから。」

　ジーンズをひざまでまくり上あげたティナちゃんが、海うみに入はいって、スマホをかまえる。みんなが遊あそんでいる姿すがたを見みて、たえられなくなったらしい。

「海うみ、サイコーー！」

　アヤメちゃんのさけび声ごえに合あわせて、ティナちゃんはシャッターをおした。




　海うみで遊あそんだあとは、愛あい子こさんが描かいてくれた地ち図ずをたどって、小ちいさなかくれがのようなカフェに向むかった。店みせの外そとにまで、あまい香かおりが立たちこめている。

　香かおりに引ひきよせられるように、大おおきな窓まどから中なかをのぞくと、ちょうど大おお人にん数ずうのお客きゃくさんが店みせを出でるところだった。

　メガネをかけた若わかい男だん性せいの店てん員いんさんがお客きゃくさんを見み送おくり、テーブルのグラスをかたづけはじめる。あたしたちが中なかへ入はいると、トレーを持もったその店てん員いんさんがふりかえった。

「いらっしゃいませ。何なん名めい様さまですか？」

「えっと、五人にんです。」

　先せん頭とうにいたティナちゃんが答こたえる。その瞬しゅん間かん、店てん員いんさんが、持もっていたグラスを落おっことした。ガッシャーンとわれる音おとがひびく。けれど……。

「…………」

　店てん員いんさんはわれたグラスには目めもくれず、おどろいた顔かおでティナちゃんを見みている。

　えっ!?　なに？　だれ？

「あの、なにか？」

　ティナちゃんは、あやしむようにたずねた。

「あっ、あの、もしかして、ティナさんですか？」

「えっ!?　ま、まあ……。」

「やっぱりっ！　ですよねっ！　ぜったいに、そうだと思おもいました！」

　店てん員いんさんは、なんとか興こう奮ふんをおさえようと、深しん呼こ吸きゅうをした。

「あの、おどろかせてしまって、ごめんなさい。ぼく、去きょ年ねんの秋あき、大だい学がくの学がく園えん祭さいで、映えい画がをみたんですっ！　ティナさんの映えい画がを！　最さい高こうでした！　ファンですっ。」

「あ、ありがとう。」

　ティナちゃんは、ちょっぴりはずかしそうに答こたえる。店てん員いんさんはあっけにとられるあたしたちに気きがつき、あわてておじぎをした。

「すっ、すみません。オレ、いや、ぼく、佐さ久く間ま海かい斗とです。」

「ど、どうも。」

　カイト君くんのいきおいにあっとうされて、ちょっぴり引ひき気ぎ味みなティナちゃんだったけれど、その顔かおはうれしそうだ。

「カイト、先さきにお客きゃく様さまを席せきにご案あん内ないしてっ！」

　そのとき、キッチンから出でてきた年ねん配ぱいの女じょ性せいが、カイト君くんにストップをかけた。

「わっ！　すみません。こちらへどうぞ！」

　ようやくわれにかえったカイト君くんは、あわててあたしたちを六人にん席せきに案あん内ないした。おばさんは申もうしわけなさそうに、お水みずやおしぼりをわたす。

「きょうは、どちらからいらしたの？」

　おばさんが聞きいた。すぐさま、

「東とう京きょうです。この子この叔お母ばさんの別べっ荘そうが葉は山やまにあって、そこから足あしをのばして、鎌かま倉くらまで。ねえ？」

　ティナちゃんが答こたえ、あたしの顔かおを見みた。

「はい。愛あい子こさん、あ、えっと叔お母ばさんから、ここのワッフルがおいしいからぜったいに食たべておいでって言いわれて。」

「あら？　〝愛あい子こさん〟って、もしかしてイラストレーターの宮みや沢ざわ愛あい子こちゃんのこと？」

　おばさんが声こえのトーンを上あげた。

「そうです。」

「あら、まあ、そうだったの!?　愛あい子こちゃん、よく来きてくれるのよ。カイトも愛あい子こちゃんには会あったことがあるわよね？」

　われたグラスをかたづけながら、話はなしを聞きいていたカイト君くんが元げん気きにうなずく。

「うん。もちろん。」

「この子こ、わたしの甥おいっ子こなの。ふだんは東とう京きょうに住すんでるんだけど、春はる休やすみのあいだだけ、アルバイトに来きてるのよ。」

「そうだったんですか！」
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　ティナちゃんと声こえがかさなった。東とう京きょうってことは、これからも会あえるってことだよね、ティナちゃん！　あたしは期き待たいをこめた目めで、ティナちゃんを見みた。

　それからあたしたちは、愛あい子こさんオススメのワッフルを何なん種しゅ類るいも注ちゅう文もんした。カイト君くんがカウンターで紅こう茶ちゃをいれているあいだに、

「ティナちゃん、すごいじゃん。こんなところで、ファンの人ひとに会あえるなんて。」

　あたしはティナちゃんに小こ声ごえで言いった。

「世せ間けんって、せまいもんよね。」

　ティナちゃんはクールに返かえすけれど、口くちもとがずっとほころんでいる。アヤメちゃんはそれを見みのがさず、ニヤリとする。

「ふ～ん。まんざらでもなさそうじゃない。」

「べつに、わたしのファンだからってことじゃなく、映えい画がのことを『最さい高こうでした！』なんて言いってもらえたら、うれしいじゃない。リツさんにも聞きかせたいわ。」

「それに、イケメンだよねっ！」

　あたしはつけくわえた。ティナちゃんは素そ知しらぬ顔かおで、

「あら、そ？　気きづかなかった。」

と言いって、お水みずを飲のんだ。

　愛あい子こさんオススメのワッフルは、ほんとうにおいしくて、アヤメちゃんは家か族ぞくと友ともだちへのおみやげにと、三箱ぱこも買かった。

　帰かえりぎわ、お店みせの外そとへ出でようとすると、

「あ、ちょっと待まって。」

　キッチンからおばさんが出でてきた。

「これ、愛あい子こちゃんに持もってって。」

　そう言いって、箱はこに入はいったワッフルをくれた。

「わあ。ありがとうございます。」

「愛あい子こちゃんに会あいたかったわ。また今こん度ど、食たべに来くるように言いってね。」

「ぼくもひさしぶりに会あいたかったな。前まえに会あったのは、もう五年ねんくらい前まえだから。」

　カイト君くんも念ねんをおすように言いう。すると、

「よかったら、きょう、会あいに来くれば？　いっしょに夕ゆう飯はんを食たべましょうよ。」

　ティナちゃんが声こえをあげ、笑え顔がおであたしを見みた。

「愛あい子こさんなら、『ぜひ。』って言いってくれそうだし。ね？　ハナビ。」

「あっ、えっと……。」

　思おもってもみなかった提てい案あんだった。だって、今こん回かいはいちおう卒そつ業ぎょう旅りょ行こうなんだし……。

　すぐに答こたえられないでいると、ティナちゃんの表ひょう情じょうが、ほんの少すこしくもるのがわかる。カイト君くんは、あたしやリョウマ君くんたちを見みまわした。

「いえ、せっかくの旅りょ行こうなのに、ぼくなんかがおじゃましちゃ、悪わるいですし。」

「おれらは、ぜんぜんだいじょうぶっすよ。愛あい子こさんに電でん話わしてみようぜ。」

　リョウマ君くんはあたしに言いった。あたしはティナちゃんの様よう子すをうかがう。ティナちゃんは瞳ひとみをかがやかせて、あたしを見みている。

「そうだね。聞きいてみるね！」

　あたしはすぐに愛あい子こさんに電でん話わした。愛あい子こさんからは『ぜひ来きて。』と返へん事じが返かえってきて、話はなしはトントンッとすすみ、カイト君くんもあたしたちといっしょに葉は山やまへ行いくことになった。

　カイト君くんは、リツさんの大だい学がくの付ふ属ぞく高こう校こうに通かよっていて、この春はるから二年ねん生せい。所しょ属ぞくしている映えい画が研けん究きゅう会かいでは、リツさんと先せん輩ぱい後こう輩はいの関かん係けいだということがわかった。ティナちゃんは、ほおまで赤あかくしてよろこんでいる。

　葉は山やまにもどる道どう中ちゅうで、カイト君くんは、鎌かま倉くらや逗ず子しの案あん内ないをしてくれた。そのほとんどは、そこが舞ぶ台たいとなった映えい画がやドラマのお話はなしで、聞きいていてとてもおもしろかった。




　別べっ荘そうへ着つくと、愛あい子こさんはすぐに玄げん関かんへ出でてきた。愛あい子こさんはカイト君くんが高こう校こう生せいになった姿すがたを見みておどろいていた。そして、わたしはイケメンに恵めぐまれているわ、とうれしそうに言いった。

　夕ゆうごはんは、魚ぎょ介かい類るいがたっぷり入はいったシチューを愛あい子こさんが作つくってくれていた。あたしたちがでかけているあいだに煮にこまれたシチューは、最さい高こうの味あじ。

　最さい初しょはえんりょをしていたカイト君くんも、しっかり二杯はい、おかわりをした。

　かたづけが終おわり、ダイニングでデザートのワッフルを食たべていると、リョウマ君くんが紅こう茶ちゃをくいっと飲のみほし、あたしに目めくばせをする。

「じゃあ、旅りょ行こう最さい後ごの夜よるは〝大だい富ふ豪ごう〟大たい会かいだな。」

「そうだね！　トランプだね。じゃあ、あっちでやろうか。」

　あたしはトランプを持もって立たち上あがり、アヤメちゃんやコウヘイ君くんを見みた。リョウマ君くんは、いっしょに立たち上あがろうとするティナちゃんを止とめる。

「ティナとカイト君くんは、ゆっくりお茶ちゃでも飲のんでいて。」

「そうそう、お茶ちゃもまだ残のこってるよ。ねっ！」

　あたしはカイト君くんのティーカップを指ゆびさし、ティナちゃんにウィンクをした。

　リョウマ君くんたちとトランプをしながら、あたしはダイニングで楽たのしそうにおしゃべりをしているティナちゃんを、こっそりと見み守まもった。

　うーん、なかなかお似に合あいだ。そして夜よる九時じをすぎたころ、カイト君くんは愛あい子こさんが運うん転てんする車くるまで、鎌かま倉くらまで帰かえっていった。

　こうして二泊はく三みっ日かの卒そつ業ぎょう旅りょ行こうは、あっというまにすぎていき、翌よく朝あさ、帰かえりの電でん車しゃに乗のりこんだ。座ざ席せきにすわったとたん、リョウマ君くん、コウヘイ君くん、アヤメちゃんの三人にんは気き持もちよさそうに、いねむりをしはじめた。

　きのうの夜よる、カイト君くんが帰かえったあとあたしとティナちゃんはとちゅうでねむくなってねちゃったけれど、ほかのみんなは朝あさ方がたまでトランプをしていたらしい。

　東とう京きょうまでは、まだ時じ間かんがあるので、あたしとティナちゃんは、旅りょ行こう中ちゅうに撮とった写しゃ真しんの整せい理りをはじめた。

　フォルダの中なかは、海うみで遊あそんでいる写しゃ真しん、海うみで貝かいがらを夢む中ちゅうになってひろっているティナちゃんや、ホタテを食たべているリョウマ君くん、ワッフルを取とり合あうアヤメちゃんとコウヘイ君くんなどの写しゃ真しんであふれかえっている。

「なんだか、海うみで遊あそんでる写しゃ真しんと、食たべている写しゃ真しんばっかりでおかしいよ。」

　あたしは、となりでスマホをいじっているティナちゃんに、声こえをかけた。

「え？　あ、ほんとだ。」

　ティナちゃんがクスッと笑わらい、すぐにまたスマホに目めを落おとす。ちらっと見みると、ティナちゃんのスマホの画が面めんは写しゃ真しんアルバムではなく、ＬＩＮＥラインのトーク画が面めんだ。

「もしかして、カイト君くん!?」

　あたしはティナちゃんの顔かおをのぞきこんだ。

「えっ!?　うん、まあね。ＬＩＮＥライン、交こう換かんしたの。」

「へ～。ふ～ん。」

「なによ～。言いいたいことがあるなら、はっきり言いいなさいよ～。」

　ティナちゃんが、ひじであたしをつつく。

「べつに～。それにしても、まさかカイト君くんがリツさんの後こう輩はいだったなんて、すごいぐうぜんだよね。」

「そうっ、それよ！　ほんと、びっくりよね！　こんな出で会あいってあるの？」

　ティナちゃんは大おお声ごえをあげた。そのとき、

「ご縁えんだね～。」

　どこからともなく声こえが聞きこえ、見みると、リョウマ君くんが目めをとじたまま、ニヤッと笑わらった。





2　勝しょう利りの肉にくまん







　春はる休やすみはいそがしい。旅りょ行こうから帰かえってきて休やすむまもなく、橋はし本もと華か蓮れんちゃんや立たて石いし七なな海みちゃんたちと、お花はな見みをして、始し業ぎょう式しき前ぜん日じつのきょうは、『夜よるカフェーズ』でバスケの日ひだ。

　女じょ子しバスケットボール部ぶの中なかで孤こ立りつしてしまった小こ林ばやし也や哉や子このために、アヤメちゃん、ティナちゃん、あたし、そして愛あい子こさんの友ゆう人じんの娘むすめ・中なか園ぞの美み羽うちゃんで、チーム『夜よるカフェーズ』を結けっ成せい。ママさんチームと試し合あいすることになったのが先せん月げつのこと。

　それ以い来らい、週しゅうにいちどのペースで、区く民みん体たい育いく館かんに集あつまってバスケをしている。

「やったー！　入はいった！　今いまの、入はいったよね！」

　あたしは興こう奮ふんして、飛とびはねる。イチかバチかで、はなったスリーポイントシュートが、みごとにきまった。

「入はいってない、入はいってない。見みまちがえ。」

　ワンオンワン（一対たい一）で対たい戦せんしていたミウちゃんは、バツが悪わるそうな顔かおで、すばやくボールをひろい上あげる。

「うそだ、ぜったいに入はいったよ！　ねえ？　ヤヤコ、見みてたよね!?」

　ゴールのすぐそばで、水みずを飲のんでいたヤヤコにたしかめる。

「うん。めちゃくちゃなシュートだったけど、たしかに三点てん。ハナビの勝かち。」

「やったーーー！　肉にくまん、ゲット！」

　あたしはもういちど、飛とび上あがってよろこんだ。

　練れん習しゅう時じ間かんがもうすぐ終おわるというタイミングで、ミウちゃんがめずらしく、あたしに〝ワンオンワン〟をやろうと言いいだした。

　負まけたほうが肉にくまんをおごる、という約やく束そくつきだ。あたしが負まけるのは目めに見みえているけれど、ミウちゃんは気き前まえよく、ハンデをたっぷりつけてくれた。

　試し合あい時じ間かんは三分ぷん間かん。そのあいだにミウちゃんが十五点てん入いれたら、ミウちゃんの勝かち。ミウちゃんが十四点てん以い下かか、あたしが一本ぽんでもシュートをきめられたら、あたしの勝かちというハンデだ。

　バスケのあとは、とにかくお腹なかがすく。だからあたしは、よろこんで話はなしにのった。

「チッ。だいたいハンデがありすぎなんだよ。」

　ミウちゃんは、なかなか負まけをみとめない。

　ティナちゃんがあたしのとなりに立たち、同どう情じょうするような目めでミウちゃんを見みた。ヤヤコがミウちゃんの肩かたに手てをのせて言いった。

「ハナビなんかに負まけたっていうくやしさは、よーくわかる。残ざん念ねんだったわね。」

「もうっ、うるさい。わかったから！　ほら、五時じすぎた。かたづけ、かたづけっ。」

　手てをはらいのけて、ミウちゃんはさっさとコートにモップをかけはじめた。

「あ～、試し合あいしたいっ。」

　体たい育いく館かんの外そとへ出でたとたん、ヤヤコが空そらに向むかってはき出だした。

「バスケ部ぶにもどればいいじゃない。顧こ問もんの先せん生せいは退たい部ぶじゃなくて〝休きゅう部ぶ〟にしとくって言いってるんでしょ？」

　ティナちゃんがたずねる。

「顧こ問もんはそうでも、美み和わたちはちがうよ。のこのこもどって、『やっぱりバスケがやりたいです。』なんて、今いまさら言いえないでしょ。第だい一いち、こっちから頭あたま下さげるなんて、ぜったいいや。どうせもう受じゅ験けん生せいだし、塾じゅくにも行いかなきゃいけなかったから、ちょうどよかったんだよ。試し合あいは高こう校こう行いくまでおあずけ。」

「そっかあ。そういえばあたしたち、受じゅ験けん生せいになるんだね……。しばらく、バスケもできないね……。」

　言いいながら、だんだんテンションが下さがってくる。ヤヤコまで〝塾じゅく〟とか言いいだして、〝受じゅ験けん〟が現げん実じつ的てきになってきた。

「ちょっとぉ、なに、暗くらくなってんのよ。終おわれば、パラダイスなんだから、それを信しんじて、がんばんな！」

　アヤメちゃんが、バシッとあたしの背せ中なかをたたく。




　その後ご、みんなでコンビニに行いき、勝しょう利りの肉にくまんをありがたくほおばっていると、愛あい子こさんから『きょうは特とく製せいみそラーメン！　だれか食たべに来くる？』と、メッセージがとどいた。

「あっ、きょう、愛あい子こさんちにごはん、食たべにいく人ひといる？」

　あたしはみんなに声こえをかけた。ちょうどそのとき、

「あれ～。おまえら、今いま、帰かえり？　おつかれさ～ん。」

　リョウマ君くんが自じ転てん車しゃで、あたしたちの前まえをとおりかかった。

「なんか、うまそうに食くってんな～。」

　においにつられるように、自じ転てん車しゃからおりて、こちらへやってくる。

　あたしは息いきをすいこんで、もういちど大おおきな声こえで聞きいた。

「あのうっ！　愛あい子こさんちでラーメン、食たべたい人ひとっ！」

「はいっ！」

　いちばんに手てを上あげたのはリョウマ君くんだった。結けっ局きょく、ヤヤコとアヤメちゃんは家いえの用よう事じがあるので先さきに帰かえり、ミウちゃんとリョウマ君くん、ティナちゃんが、愛あい子こさんちでいっしょに夕ゆうごはんを食たべることになった。




　コンビニで食たべた肉にくまんは、家いえに着つくころにはすっかり消しょう化かされ、特とく製せいのみそラーメンとギョーザを、みんなでむさぼるように食たべた。

　つかれた体からだに、バター風ふう味みのみそスープがしみわたる……。

　お腹なかがやっと満みたされたころ、ふいに、目めにとまったカレンダーを見みて、

「あ～あ、明日あしたから学がっ校こうがはじまるのかあ……。」

　ため息いきまじりに、口くちからこぼれた。

「まあ、五月がつには修しゅう学がく旅りょ行こうがあるから、元げん気き、出だせって！」

　からっと明あかるく、リョウマ君くんがはげます。

「〝ぼっち〟にとって、修しゅう学がく旅りょ行こうは苦く痛つう以い外がいのなにものでもないよっ。班はんぎめも、部へ屋やぎめも、バスの座ざ席せきぎめのときも、クジでいっしょになった子こが、『え～、黒くろ沢さわさんか。』って、ろこつにがっかりするし……。ああ、あの顔かおが頭あたまからはなれない……。」

　小しょう学がっ校こうの修しゅう学がく旅りょ行こうの苦にがい思おもい出でが、よみがえってくる。

「そ、そうなのか……。まっ、これでも食くっとけ。」

　リョウマ君くんはひとつだけ残のこっていたギョーザを、あたしの前まえに差さし出だした。

「でも、ハナビ、希き望ぼうはあるわ。明日あしたは始し業ぎょう式しき。クラスがえよっ！」

　ティナちゃんが、口くちもとをふいたティッシュをにぎりしめて言いう。

「そうだね！　ティナちゃんと同おなじクラスになれたら、学がっ校こうが何なん十じゅう倍ばいも楽たのしくなるよっ！」

「そうよ、先せん生せいたちも最さい終しゅう学がく年ねんくらい、空くう気きを読よんで、仲なかのいいもの同どう士し、同おなじクラスにふりわけてよって感かんじ。」

　力ちからの入はいったあたしとティナちゃんを見みて、リョウマ君くんがうなずく。

「そうだった。ここにいるとわすれるけど、二人ふたりとも学がっ校こうに行いくと、〝ぼっち〟なんだったな。」

「わたしも。」

　ミウちゃんがぼそっとつぶやくのを聞きいて、ティナちゃんがふりむく。

「そういえば、ミウはわたしたち以い上じょうに学がっ校こうになじんでないんだったわね。でも、高こう校こう受じゅ験けんどうするの？　塾じゅくとか、行いくの？」

「塾じゅくはいやっ。でも、前まえは高こう校こうなんてどうでもいいって思おもってたけど、今いまはちょっと行いってみよっかなって気きはしてる。」

　ミウちゃんはうつわを持もって、ラーメンのスープを飲のみほした。あたしはふと思おもい出だし、

「じゃあ、いきなり塾じゅくに行いくより、まずはカレンちゃんに勉べん強きょう、教おそわったら？」

と提てい案あんする。

「えっ？　カレン～？」

　ミウちゃんはそのまま、口くちをへの字じに曲まげる。

「そっ、そう。カレンちゃんはああ見みえて、超ちょう難なん関かん校こうに通かよっているし、エスカレーター式しきで高こう校こうに行いけるから、受じゅ験けんがないぶん、勉べん強きょうをみてくれる時じ間かんもあるはずだよ。教おしえ方かた、じょうずだったよね？　ティナちゃん？」

「うん。『こんなのもわかんないの？』ってオーラには、たまにムカついたけど、教おしえ方かたはほんと、じょうず。おかげで期き末まつ試し験けんを乗のりこえられたわ。」

　ティナちゃんが言いってもまだ、ミウちゃんは不ふ満まんげな顔かおをする。

「カレンが、うちに来きて家か庭てい教きょう師しやるってことでしょ？」

　あたしはすぐに言いいかえる。

「ううん、ここよ。『三さん丁ちょう目めカフェ』で。ティナちゃんとカレンちゃんと三人にんで勉べん強きょう会かいみたいな感かんじでやってたの。リョウマ君くんとも勉べん強きょうしたことあるよね？」

「そうそう。タイミングが合あえば、おれも教おしえられるよ、勉べん強きょう。」

「ふ～ん。それなら、まあ、いいかも。」

　ミウちゃんは、少すこしうれしそうにうなずいた。

「じゃ、カレンちゃんに聞きいておくね。」

　あたしは『まかしといて。』とばかりに胸むねを張はる。ミウちゃんが勉べん強きょうする気きになったことだけでも、なんだかうれしい。

　あたしだって、勉べん強きょうも学がっ校こうもあまり好すきじゃないけど、高こう校こうには行いきたいから、やっぱりやることはやっとかないと……。

　ミウちゃんとリョウマ君くんが帰かえったあと、ティナちゃんを帰かえり道みちのとちゅうまで見み送おくった。

　ならんで歩あるいているあいだに、ティナちゃんのスマホから、なんどかＬＩＮＥラインの着ちゃく信しん音おんが聞きこえてくる。

「ねえねえ、ティナちゃん、どうなの？　どうなの？」

「どうって、なにが？」

「カイト君くんとだってば～。連れん絡らく、取とり合あってるんでしょ？」

「まあ、今いまのところ毎まい日にち、連れん絡らくはくるかな。あっ、今こん度ど、いっしょに映えい画がをみに行いこうってさそわれた。」

「映えい画が!?　そっ、それって、〝デート〟じゃん！」

　びっくりして、思おもわず大おおきな声こえが出でる。

「ちょっと、ハナビ。取とりみだしすぎっ。もしも、の話はなしよ。べつに、デートってわけじゃないし。オススメの映えい画ががあるからって、それだけよ。」

　サラッと答こたえるけれど、声こえはめちゃくちゃはずんでいる。ティナちゃんがうれしそうにしていると、あたしまでなんだかうれしくなる。

　ティナちゃんと別わかれ、あたしはコンビニに入はいった。ここはあたしの初はつ恋こいの人ひと、綾あや瀬せ大和やまと君くんがアルバイトをしていたお店みせだ。

　ヤマト君くんは愛あい子こさんちで、いっしょに暮くらしていたこともあったけれど、今いまは海うみをこえたアメリカのロサンゼルスで、家か族ぞくと暮くらしている。

　はなればなれになって、もうすぐ二年ねんになる。ヤマト君くんはアメリカの高こう校こうを卒そつ業ぎょうしたら、どうするんだろう？　日に本ほんにもどってくるのかな？

　あたしもヤマト君くんと、もっとふつうに映えい画が館かんに行いったり、遊ゆう園えん地ちに遊あそびに行いったり、クレープを食たべたりしてみたいなあ。遠えん距きょ離り恋れん愛あいって、やっぱさみしいよ。

　コンビニから出でて、あたしはぽつり、つぶやいた。

「いいなあ、ティナちゃんは……。」




　翌よく日じつ、あたしはアラームが鳴なる前まえに目めをさました。きょうは……。運うん命めいの始し業ぎょう式しき。

　あたしは、顔かおをあらうときも、ごはんを食たべているときも、通つう学がく路ろを歩あるいているときも、待まち合あわせ場ば所しょでティナちゃんと会あってからも、ずっと、心こころの中なかで神かみ様さまにお願ねがいをしていた。

　神かみ様さま、あたしは成せい績せきもよくはないし、ねぼうはするし、遅ち刻こくはするし、学がっ校こうの実じっ行こう委い員いんとかも自じ分ぶんから手てを上あげたことがないです。正しょう直じき、学がっ校こうなんてきらいです。

　だけど、もし、ティナちゃんと同おなじクラスにしてくれたら、行ぎょう事じや係かかりなども、もっとがんばります。あっ、たぶん……、少すこしくらい、がんばろうかな、と思おもいます。

　だから、お願ねがいです。ティナちゃんと同おなじクラスにしてください！　もし、ちがうクラスだったりしたら、神かみ様さまはやっぱりいないって思おもいます。信しんじなくなるかもしれません。どうぞっ、お願ねがいします！

　最さい後ごのほうは、お願ねがいというよりも、おどしみたいになっちゃったけれど、力ちからをこめて、鎌かま倉くらの八はち幡まん様さまで買かったお守まもりを両りょう手てでにぎりしめた。

「見みえてきたね。」

　昇しょう降こう口ぐちに近ちかづいたころ、となりを歩あるくティナちゃんが、しずかに言いった。

「そうだね。いっしょに見みようねっ。」

「よしっ。行いくわよっ。」

「うんっ！」

　入いり口ぐちに張はり出だされた紙かみに、ゆっくり近ちかよる。まわりの生せい徒とが『やったー。』とよろこぶ声こえや『え～。』と残ざん念ねんがる声こえが聞きこえてくる。

　う～。神かみ様さま、お願ねがいしますっ！

　心こころの中なかでさけび、あたしはクラス名めい簿ぼを見みあげた。

「あった、黒くろ沢さわ花はな美び。あたし、また一組くみ。」

　まず最さい初しょに目めに入はいったのは、一組くみに書かかれた自じ分ぶんの名な前まえだ。ティナちゃんは!?

　ドキドキしながら、同おなじ一組くみの中なかに〝山やま田だ星空ティナ〟をさがす。

　だけど……、ティナちゃんの名な前まえはなかった……。





3　〝ぼっち時じ間かん〟







　終おわった……。

　思おもい描えがいていた、ティナちゃんと同おなじクラスですごす、明あかるい学がっ校こう生せい活かつのイメージひとつひとつが、またたくまにくずれさっていく。

　中ちゅう学がく生せい活かつ最さい後ごのクラスがえにかけていたのに。こんなことなら、最さい初しょから神かみ様さまに期き待たいなんかするんじゃなかった……。

「なによ、この最さい悪あくなクラスがえっ！　なんでまたハナビとちがうクラスで、かわりに朝あさ田だがいるのよ！　納なっ得とくいかない。」

　ティナちゃんが声こえをあららげる。朝あさ田ださんはたしか、前まえからよくティナちゃんにいやみを言いっていた子こだったっけ……。

　なにか言いおうとするけれど、言こと葉ばにならない。

「ハナビ、先せん生せいに文もん句くを言いいに行いこうっ！」

　その発はつ言げんにおどろき、やっと声こえが出でた。

「ティナちゃん、しょうがないよ。残ざん念ねんだけど……。」

「しょうがなくないっ。〝万まん年ねんぼっち〟の生せい徒とにとって、ゆいいつの友ともだちを、ちがうクラスにされるのがどういうことか、先せん生せいたちはなにもわかってない！」

「でも、文もん句くを言いったところで、今いまからじゃ変かわらないよ。」

「だけどっ……。あ～、もう、最さい悪あく。一いっ気きに、学がっ校こうに行いく気きがうせた。」

　ティナちゃんはくやしそうに髪かみをかきあげた。

「たかがクラスがえじゃん。なに、さわいでんの。」

　いつからそこにいたのか、ヤヤコが後うしろに立たっていた。ティナちゃんが言いいかえす。

「たかがクラスがえなら、仲なかのいい子こ同どう士しをちゃんとセットにして入いれときゃいいじゃない。先せん生せいたちも空くう気きを読よみなさいよって話はなしよっ！」

「まっ、わたしにとっては、どうでもいいけど、とりあえずあんたとは同おなじクラスみたい。よろしく。」

　ヤヤコはあたしではなく、ティナちゃんに向むかって言いった。

「えっ!?　ヤヤコ、ティナちゃんといっしょなの？　じゃあ、あたしとはちがうクラスってこと？」

　おどろいて、クラス名めい簿ぼを見みなおす。すると、たしかにヤヤコの名な前まえは一組くみではなく三組くみに書かいてある。

「やっとはなれられて、うれしい？」

　意い地じ悪わるそうにヤヤコが笑わらう。小しょう学がっ校こうのころからヤヤコにいじめられ、どんなに神かみ様さまにお願ねがいをしても、毎まい回かい、同おなじクラスになっていた。

　なんでようやく仲なかよくなってきたところで、はなればなれ？　神かみ様さまはどこまでも、あたしを〝ぼっち〟にさせたいんだ。

「今いまとなっては、さびしいよ～。」

　あたしは思おもわず、ヤヤコのうでにしがみついた。

　三人にんで階かい段だんを上あがって、三階がいの、三年ねん生せいの教きょう室しつがならぶろうかに出でた。これからあたしは三年ねん一組くみか……。教きょう室しつの前まえで立たちどまり、ふりかえる。

「じゃあ……、また放ほう課か後ごね……。」

　ティナちゃんが心しん配ぱいそうな顔かおで、あたしを見みる。

「ハナビ……。また、あとでねっ！　むかえに行いくからねっ。」

「あのさ、あんたたち、今いままでいちども同おなじクラスになってないじゃん。べつにこれまでと状じょう況きょうは変かわってないのに、大おおげさすぎ。」

　あきれたようなヤヤコの話はなし声ごえと、言いいかえすティナちゃんの声こえを背せ中なかごしに聞ききながら、あたしは新あたらしい教きょう室しつの中なかに足あしをふみ入いれた。

　教きょう室しつの中なかではもうすでに、何なん人にんかがかたまっておしゃべりをしていた。だれともしゃべらずに、ひとりですわって、本ほんを読よんだり、つくえにつっぷしたりしている子こもいる。そういう子こたちがいるのには少すこし安あん心しんした。

　そういえば、去きょ年ねんまではリョウマ君くんがこの教きょう室しつにいたんだ。一年ねんずれていたら、同おなじクラスになれたのにな。

　はあ……。ひとつ、ため息いきをついた。そのとき、ふいにだれかがあたしを見みている視し線せんを感かんじた。

　ふりかえると、教きょう室しつのすみに、ヤヤコといっしょにあたしをいじめていた吉よし本もと美み和わがひとりですわっていた。まわりに取とり巻まきたちの姿すがたはない。

　あれ？　美み和わもひとり……？

　あたしと目めが合あうと、気きまずそうに目めをそらし、教きょう室しつから出でていった。

　朝あさのホームルームがはじまると、一組くみの担たん任にんが入はいってきた。小こ嶋じまという社しゃ会かいのおじいちゃん先せん生せいで、あたしはこの先せん生せいの授じゅ業ぎょうは好すきだった。

　これで担たん任にんまで苦にが手てな先せん生せいだったら、どうしようかと思おもっていたから、少すこしほっとした。

　出しゅっ席せきをとっているあいだに、新あたらしいクラスメイトを確かく認にんする。もともと同おなじクラスだった子こも何なん人にんかいたけれど、ほとんどしゃべったことはない。

　先せん生せいが全ぜん員いんの名な前まえをよび終おえたとき、あたしはあることに気きがついた。美み和わ以い外がい、女じょバスの部ぶ員いんが、ひとりもいない。

　そっと、ろうか側がわの席せきを見みると、美み和わはつくえにひじをついて、つまんなそうな表ひょう情じょうをしていた。

　放ほう課か後ごになると、ティナちゃんがクラスにむかえにきた。

「ハナビはどう？　やっていけそう？」

「なんか、最さい初しょは絶ぜつ望ぼう的てきで、もう明日あしたから学がっ校こう来くるの、やめようって思おもったけど、こうしていっしょに帰かえっていると、ヤヤコの言いうとおり、これまでと、なにも変かわらないっちゃ、変かわらないね。修しゅう学がく旅りょ行こうさえがまんすれば、なんとかやっていけるかも。」

「え～、わたしはまだ、納なっ得とくいかない。修しゅう学がく旅りょ行こうだって、二泊はく三みっ日かも気きが合あわないやつと、ずーっといっしょにすごさなきゃいけないのよ!?　拷ごう問もんよっ。いっそ、修しゅう学がく旅りょ行こうは休やすんで、ハナビと旅りょ行こうするとか!?　うん、それがいいわっ！」

「だいじょうぶだよ。ティナちゃんと友ともだちになりたいっていう子こは、たくさんいるんだから。そのころまでには、きっと仲なかよくなれるよ！」

　あたしはティナちゃんの肩かたに手てをのせた。これはお世せ辞じではなく、ほんとのことだ。

　だって、ティナちゃん自じ身しんは気きづいていないけれど、みんながティナちゃんのことをあこがれるように見みていた。友ともだちになりたいと思おもっている子こは、たくさんいるはずだ。




　それから数すう日じつがたったころには、もうクラスのグループはしぜんとかたまってきていた。同おなじ部ぶ活かつの仲なか間まや、もともとクラスがいっしょだった子こたちで集あつまるから、そこへ新あらたに〝ぼっち〟が入はいるすきはない。

　あたしは学がっ校こうでの〝ぼっち時じ間かん〟に、来らい週しゅうの『夜よるカフェ　小しょう学がく生せいナイト』のメニューを考かんがえてすごした。

　今こん週しゅうの水すい曜よう日び、本ほん来らいならば『中ちゅう学がく生せいナイト』が開ひらかれる予よ定ていだったけれど、新しん学がっ期きであわただしく、都つ合ごうのつかない子こが多おおいので、お休やすみになった。

　来らい週しゅうの『小しょう学がく生せいナイト』にははじめての子こも来くる予よ定ていだし、なにか、〝山さん賊ぞくナイト〟のようなイベントをやるのもいいかもしれない。

　学がっ校こうにいるあいだも、こうして『夜よるカフェ』のことを考かんがえていると、中ちゅう二のころとちっとも変かわらない。中ちゅう三生せい活かつ、これ以い上じょう、望のぞみは持もたず、うまくやりすごそう。

　授じゅ業ぎょうで理り科か室しつへ移い動どうするとき、ひとりでメニューを考かんがえながら歩あるいていたら、

「今こん回かいのクラスがえって、最さい悪あく～。」

　ふいに、美み和わがあたしのとなりにならんだ。

「どうやってきめたかわかんないけどさ、うちのクラスって地じ味みじゃない？　どうでもいいやつ集あつめた感かんじ。担たん任にんも、さえないジイさんだしさあ。暗くらい子こばっかだし、オタクっぽいし。あ～あ、つまんないクラス。そう思おもわない？」

　美み和わはあたしを見みる。えっ？　あたしも地じ味みで暗くらい〝ぼっち〟なんですけれど……。

「そ、そうだね……？」

　よくわからないまま、流ながされるように答こたえる。ほんとうは、担たん任にんの先せん生せいだけは好すきだけど、言いいづらい……。
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「あんたも、山やま田だ星空ティナとちがうクラスだし。わたしだって、バスケ部ぶのメンバー全ぜん員いんと引ひきはなされたしさ。はっ？　なに、これ？　いやがらせって感かんじ。だいたいさあ、学がく年ねんの中なかでも目め立だつメンバーはみんな、三組くみに集あつまってるしさ。なんで、わたしだけ一組くみなのよ。新しん学がっ期き早そう々そう、テンション最さい悪あくだよ。」

「そうだね……。気き分ぶんは落おちるよね。」

「でしょ？」

　美み和わはそのあともずっと文もん句くを言いいつづけ、いつのまにか理り科か室しつにたどりついていた。授じゅ業ぎょうが終おわってからも、わざわざ出で口ぐちであたしを待まって、教きょう室しつへもどるあいだじゅう、ずっととなりでしゃべりつづけた。

　三時じ間かん目めの体たい育いくの授じゅ業ぎょうの前まえも、教きょう室しつを出でるところから、あたしのとなりについてくる。話はなす内ない容ようは、さっきと同おなじくクラスがえに対たいする不ふ満まんばかりで、あたしはただ、うなずくだけ。

　けれど、教きょう室しつ移い動どうがない休やすみ時じ間かんになると、さっさと仲なか間まのいる二組くみや三組くみにでかけていった。

　よかった。あのいきおいで文もん句くを言いわれても、それ以い外がいに、なにを話はなしたらいいかわからない。だから、ほかのクラスへ行いってくれるのはありがたい。

　昼ひる休やすみになり、美み和わが教きょう室しつを出でていったあと、あたしもティナちゃんに会あいに三組くみへ行いった。

　三組くみの教きょう室しつはすごくにぎやかで、美み和わが言いっていたとおり、学がく年ねんの中なかでも目め立だつ子こたちが多おおい。

　入いり口ぐちからティナちゃんをさがしていると、窓まどぎわの席せきでヤヤコといっしょにいるのが見みえた。

　だけど、そのまわりには二、三人にん、あたしの知しらない女おんなの子こがいて、みんなで楽たのしそうにおしゃべりをしている。全ぜん体たいから見みても、そのグループは、はなやかなふんいきで、ちょっと声こえをかけにくい。

　入はいっていいものかどうかまよって、動うごけないでいると、

「あっ、ハナビ！」

　ティナちゃんがあたしに気きづき、手て招まねきをする。ほっとして、あたしはにぎやかな教きょう室しつの中なかに入はいった。

「どう？　一組くみの様よう子すは？」

「あっ、うん。まあまあだよ。それにしても、三組くみって華はなやかなクラスだね。」

「そ～お？　うるさいのばっかが、集あつまった感かんじよ。」

　ティナちゃんはうんざりした顔かおをする。あっ、よかった、いつものティナちゃんだ。

「でも、楽たのしそう……。」

「言いえてる～。運うん動どうバカがみごとに集あつまった感かんじ、って、わたしも人ひとのこと言いえないけど。」

　あたしの声こえとかさなって、スラッと背せが高たかく、スタイルのいい女おんなの子こが笑わらって答こたえた。この子こはたしか、女じょ子しバレー部ぶのエースの子こだ。かわいくて男だん子しからすごいモテるといううわさは、あたしでも知しっている。





[image: ]





「ティナちゃんって、スポーツは、やってないの？　乗じょう馬ばとか、テニスとかやってそ～。」

「あまりやってない。でも、ときどきバスケはやってるわよね？　ハナビ。」

　ティナちゃんがあたしの顔かおを見みる。

「うんっ！　ヤヤコも……。」

　答こたえたとたんに、予よ鈴れいが鳴なった。

　もうひとりのテニス部ぶのきれいな女おんなの子こが声こえをあげる。

「わっ、うちら、次つぎの授じゅ業ぎょう、理り科か室しつじゃん！」

　バレー部ぶの子こも立たち上あがり、二人ふたりに声こえをかけた。

「ティナちゃん、ヤヤコちゃん、いっしょに行いこ。」

「うん。じゃ、ハナビ、また放ほう課か後ごね。」

　ティナちゃんは言いい、教きょう科か書しょの準じゅん備びをはじめた。

「じゃ、またね。」

　あたしはその場ばからはなれた。教きょう室しつを出でようとしたとき、ロッカーの前まえで、友ともだちとおしゃべりをしている美み和わと目めが合あったけれど、美み和わはなにも言いわず、視し線せんをそらした。

　教きょう室しつを出でて、ろうかを歩あるいていると、

「な～んか、黒くろ沢さわさん、さびしそう～。」

　後うしろから美み和わの声こえが聞きこえてきた。美み和わは走はしりよってくる。

「べつに、さびしくはないよ。」

「そ～お？　ムリしちゃって。ヤヤコもさあ、あんなふうに楽たのしそうにしちゃってさっ。ムカつくよねえ。バスケ部ぶはもう、いいのかよっ！　って感かんじ～。」

　あいかわらず文もん句くばかりだけど、美み和わこそさびしそうに見みえた。




「ハナビ、お待またせ。行いくわよ～。」

　放ほう課か後ごになって、教きょう室しつのドアからティナちゃんが顔かおをのぞかせた。きょうからいよいよ、ティナちゃんといっしょに駅えき前まえの塾じゅくに通かよいはじめる。

「うんっ！」

　走はしってろうかへ出でると、さっきのバレー部ぶの子こがティナちゃんのとなりに立たっていた。あたしが聞きくより先さきに、ティナちゃんが答こたえる。

「家いえが駅えきのほうなんだって。だから、とちゅうまでいっしょに帰かえることになったの。いいわよね？」

「もちろんだよ。」

　ほんとうは、ここ最さい近きんたまったモヤモヤを聞きいてほしくて、二人ふたりだけがよかったけれど、こうなったらしかたがない。

　バレー部ぶの子こは沖おき田た美み月つきちゃんといって、名な前まえまできれい。ティナちゃんとならんで歩あるくと、みんなの視し線せんが二人ふたりに集あつまっているのを感かんじる。

「きょうの、イチノン、寝ねぐせ、すごくなかった？」

　ミツキちゃんがティナちゃんに声こえをかけた。

〝イチノン〟とよばれているのは、一いちノの瀬せという三組くみの担たん任にんだ。まだ若わかい体たい育いくの先せん生せいで、授じゅ業ぎょうがおもしろく、サッカー部ぶの顧こ問もんをしていて、生せい徒とからは人にん気きがある。

「あれって、寝ねぐせって言いえるレベル？　パーマに失しっ敗ぱいしたのかと思おもった。」

　ティナちゃんが答こたえると、すぐに、ミツキちゃんが続つづける。

「サッカー部ぶの男だん子しが言いってたけど、ほんとはめちゃくちゃ天てんパらしいよ。毎まい朝あさ、早はや起おきをして、ストレートにしてるんだって。」

「え～、ぜったい、うそでしょ。」

　ティナちゃんが笑わらって言いった。えっ？　ティナちゃん？　すごく楽たのしそう……。今いままではクラスメイトに興きょう味みを持もつことすらなかったのに、急きゅうにどうしたの？

「ねえ、ハナビのクラスの担たん任にんはどう？」

　あたしの視し線せんに気きづいたのか、ティナちゃんが話はなしかけてきた。

「あたしは、けっこう好すきだよ。もともと、小こ嶋じま先せん生せいの授じゅ業ぎょうは好すきだったから。」

　答こたえると、すぐにミツキちゃんがおどろいた顔かおをする。

「え～、ハナビちゃんって、小こ嶋じまの授じゅ業ぎょうが好すきなんだ。わたし、すぐねちゃう。ティナちゃんも、小こ嶋じまの授じゅ業ぎょうの初しょ日にちから、ぐっすりねてたもんね？」

　ミツキちゃんがニヤリと笑わらってティナちゃんの顔かおをのぞきこんだ。

「一時じ間かん目めから堂どう々どうとねているミツキに、言いわれたくありません～。」

「朝あさ練れんがあったんだから、しょうがないでしょ～。」

　二人ふたりは笑わらい合あう。

　なんとか、二人ふたりの会かい話わに入はいろうとしたけれど、結けっ局きょく、入はいれないまま、気きづけば駅えきに着ついていた。

　ミツキちゃんとわかれ、あたしはやっと、ティナちゃんと二人ふたりっきりになった。

「ところでハナビ、なんか不ふ満まんげな顔かおをしているけど、なにかあったの？」

　ティナちゃんにズバッと聞きかれたけれど、クラスの人ひととの楽たのしそうな会かい話わのあと、学がっ校こうの愚ぐ痴ちなんて、言いいたくない。

「えっ？　ううん。べつに、ないよ。」

「そ～お？　あっ、それより、ハナビ、吉よし本もと美み和わと同おなじクラスでしょ？　またいじめられてるんじゃないでしょうね？　なにかあったら、すぐに言いいなさいよっ。」

　ティナちゃんが真しん剣けんな顔かおで言いった。

「うん。ありがとう。そう言いってもらえるだけで、不ふ満まんもふっとんだ。」

「ほら、やっぱり不ふ満まんがあったんじゃない。ハナビは顔かおを見みれば、すぐわかるんだから。」

　あたしの顔かおをのぞきこんで、ニッと笑わらう。いけない、そんなに顔かおに出でちゃっていたんだ。

「さあ、着ついた。受じゅ験けん勉べん強きょうなんてやりたくないけど、ハナビと同おなじ高こう校こうに入はいって、今こん度どこそ、同おなじクラスになるんだから。そのためにがんばるわ。」

「うん！　がんばろうねっ！」

　あたしも力ちからをこめて答こたえ、二人ふたりで塾じゅくのドアをおした。





4　〝イースター〟イベント







　新しん学がっ期きがはじまってからの一週しゅう間かん。あたしは昼ひる休やすみになるたびに、ティナちゃんに会あいに、三組くみへでかけた。

　けれど、ティナちゃんのまわりにはいつも、バレー部ぶのミツキちゃんや、テニス部ぶの佐さ藤とう江え美み里りちゃんたちがいるので、『夜よるカフェ』の相そう談だんはあまりできなかった。

『夜よるカフェ』メンバーのみんなも、新あたらしい学がっ校こうになったり、クラスが変かわったりと、いそがしいみたいで、数すう日じつ間かんグループＬＩＮＥラインはしずかだった。

　けれど、新しん学がっ期き第だい一弾だんとなる『小しょう学がく生せいナイト』に向むけて、ちょっとおくれての〝イースター〟イベントをやりたいと提てい案あんすると、すぐに反はん応のうがきた。

『〝山さん賊ぞくナイト〟のときみたいにコスプレしよう。今こん度どは参さん加か者しゃ全ぜん員いんでウサギのかっこうをしたい！』『イースターエッグをさがすゲームをやりたい。』など、いろんなアイディアが飛とびかう。

　当とう日じつ、参さん加かできるメンバーは、ティナちゃん、リョウマ君くん、ヤヤコ、カレンちゃんとあたしの五人にんで、作つくるもの、用よう意いするものを分ぶん担たんした。

　ナナミちゃんは参さん加かできないけれど、『ウサギの耳みみは作つくりたい。』と言いい、カレンちゃんやティナちゃん、ヤヤコといっしょに、ウサギの耳みみを製せい作さくすることになった。

　ゲームはリョウマ君くんとあたしで考かんがえ、当とう日じつの司し会かいもすることになっている。

『リョウマ君くんはぶきっちょそうだから、ハナビがイースターエッグを作つくって。』とティナちゃんから言いわれ、あたしはイースターエッグと、それを見みつけた子こに贈おくる景けい品ひん作づくりを担たん当とうすることになった。

　ひさしぶりのイベントにワクワクして、ＬＩＮＥラインのやりとりは夜よ中なかまで続つづいた。




　水すい曜よう日び、『小しょう学がく生せいナイト』の当とう日じつ。休やすみ時じ間かん中ちゅうに、こそこそとイースターエッグを作つくっていると、ろうかからにぎやかな声こえが聞きこえてきた。

　体たい育いくの授じゅ業ぎょうを終おえた三組くみの子こたちが、教きょう室しつにもどってくるところだ。あっ、ティナちゃんだ！

　あたしは作つくりたてのイースターエッグを見みてもらおうと、ろうかへ出でようとした。

　けれど、ティナちゃんは、中なかにいるあたしには気きづかずに、ミツキちゃんやヤヤコたちとおしゃべりをしながらとおりすぎていく。

「ティナちゃん……。」

　声こえがじょじょに小ちいさくなる。ティナちゃんはいちども教きょう室しつの中なかをのぞかなかった。

　あたしだったら三組くみの教きょう室しつの前まえをとおったときには、ぜったいに中なかをのぞいて、ティナちゃんをさがしている。

　昼ひる休やすみになって、給きゅう食しょくを食たべ終おわっても、ティナちゃんのことを引ひきずっていた。三組くみの教きょう室しつの前まえまで来きたものの、中なかに入はいれないでいる。

　もしこのまま、あたしが教きょう室しつに行いかなかったら、ティナちゃんはどう思おもうかな？　心しん配ぱいしてくれるかな？　ふと、そんな思おもいがよぎり、試ためしてみようと思おもった。

　あたしはそのまま三組くみの教きょう室しつをとおりすぎ、屋おく上じょうに向むかう階かい段だんを上あがった。屋おく上じょうの前まえにあるおどり場ばは、人ひとがいなくて、しずかだ。

　そのままゆかにすわりこんで、ため息いきをついた。すると、

「ねえ、そんなところで、なにしてるの～？」

　あとを追おってきたのか、美み和わが階かい段だんの下したから顔かおをのぞかせた。

「あっ、えっと、ちょっと……。」

「ふ～ん。」

　美み和わが見みすかしたように、あたしを見みる。

「な～んか、いやな感かんじなんだよねえ。ヤヤコったら、わたしのことを完かん全ぜんに無む視しして、楽たのしそうにしちゃってさ。腹はらたつんだよ。」

　バスケ部ぶの中なかでヤヤコを孤こ立りつさせたのは、美み和わのほうじゃないって思おもったけれど、とても言いえない。

「ねえ、ねえ、ヤヤコはもう、塾じゅくとか行いってんの？」

「さ、さあ？　聞きいてないけどな。」

「このまま本ほん気きで、バスケ部ぶには来こないつもりなのかな？」

「さ、さあ？」

　美み和わは話はなしながら階かい段だんを上あがってくると、となりにしゃがみこんだ。

「っていうかさあ、中ちゅう三になってからのヤヤコ、へんだよ！　クラスがえしたとたん、ティナやミツキのグループに入はいっちゃってさ、ぜんぜん似に合あってないのに。」

「そ、そう？」

「似に合あわないよ～。ヤヤコは自じ分ぶんが女じょ王おう様さまだよ？　まわりも女じょ王おう様さまばかりのグループじゃあムリだよ。わたしみたいに下したっぱタイプがいないと、たえられなくなるって！」

「下したっぱ？」

「そう、自じ分ぶんの思おもいどおりに動うごく下したっぱだけを、まわりに置おいておきたいタイプ。そんなヤヤコが、全ぜん員いんが女じょ王おう様さまタイプのやつらといっしょにいたって楽たのしいはずがないよ。」

「そ、そうなんだ……。」

「『そうなんだ。』って、黒くろ沢さわさんこそ、下したっぱっていうか、そういう〝子こ分ぶん〟タイプなんだから、わかるでしょ？」

　な、なんだか、〝子こ分ぶん〟とまで言いわれちゃうと、腹はらがたつより、えらく納なっ得とくしてしまう。

「た、たしかに……。」

　でも、ティナちゃんとあたしは女じょ王おう様さまと〝子こ分ぶん〟なんかじゃない！　これは言いっとかないと、と思おもったとたん、

「あっ、やば！　予よ鈴れい、鳴なってる。」

　予よ鈴れいに気きづいた美み和わがあわてて立たち上あがり、階かい段だんをおりていく。あたしもいそいであとを追おった。




　放ほう課か後ごになると、ティナちゃんが一組くみの教きょう室しつに来くるなり、たずねる。

「ハナビ、きょうは、昼ひる休やすみに来こなかったじゃない。どうしたの？」

「あっ、ごめん。いろいろあって……。」

　えっ、ティナちゃん、心しん配ぱいしてくれていたんだ……。つまらないことを気きにして、試ためそうなんて思おもった自じ分ぶんがはずかしい。

　きょうはヤヤコも『小しょう学がく生せいナイト』の手て伝つだいをするので、帰かえり道みちはいっしょだ。できたばかりのイースターエッグを二人ふたりに見みせ、リョウマ君くんと相そう談だんしてきめたゲームの内ない容ようを伝つたえた。

　カフェの中なかにかくすことになっているイースターエッグは三つ。卵たまごのからに小ちいさなあなをあけ、そこから中なか身みを流ながして、色いろをぬり、デコレーションしたものだ。

　これを見みつけた子こは『ゲットだ、ぴょん。』と大おおきな声こえで言いわなければいけない。ヤヤコに理り由ゆうを聞きかれたけれど、これはリョウマ君くんのアイディアで、ただ見みつけるだけでは、つまらないからだと言いう。

「それで、司し会かいをするあたしとリョウマ君くんは、〝卵たまご男だん爵しゃく〟〝卵たまご夫ふ人じん〟っていうキャラクターになりきって、ゲームをすすめるの。」

　あたしはスマホのメモを読よみながら、二人ふたりに説せつ明めいした。

「〝卵たまご男だん爵しゃく〟？　なに、それ？」

　ティナちゃんが心しん配ぱいそうに言いう。

「うん、これもリョウマ君くんがやるって言いいだして、〝卵たまご男だん爵しゃく〟がいったいなんなのかは、あたしもよくわからないんだけど、『脚きゃく本ほんやお面めんはおれが用よう意いするから、楽たのしみにしてろ。』って。」

「こわいわ～。失しっ敗ぱいするか大おおウケするかは、０ゼロか１００ってことね。」

　まじめな顔かおでうでをくむティナちゃんを見みていると、あたしも不ふ安あんになってくる。

「あっ、それとね、愛あい子こさんがオムハヤシライスの準じゅん備びに時じ間かんがかかるから、先さきに下したごしらえをやっておいてくれてるみたいだよ。」

　気き持もちを切きりかえるように、話わ題だいを変かえた。

「うわっ、助たすかる～。」

　ティナちゃんは、ほっとしたように言いう。

「ハヤシライスで思おもい出だしたけど、うちのクラスの林はやしと佐さ川がわさんって、こっそりつきあってるらしいよ。」

　ヤヤコがとつぜん話わ題だいを変かえた。ティナちゃんが目めを丸まるくしておどろく。

「えっ!?　ほんとに？　え～、意い外がい～。だれから聞きいたの？」

「サッカー部ぶの小お笠がさ原わらたちが、春はる休やすみに二人ふたりがデートしてるところを見みたんだって。」

　だ、だれっ!?　林はやしってだれ？　佐さ川がわさんって？　クラスの話はなしをされても、だれだかわからないし、〝意い外がい〟なおどろきの理り由ゆうが、さっぱりわからない。

　三人にんでいるときは、みんなにわかる話はなしをしようよ。あたしはちょっとムッとして、声こえをはりあげる。

「あっ、そういえば、吉よし本もとさんがヤヤコのことを、すごく気きにしてるみたいだよ。バスケ部ぶ、ほんとにやめちゃうのかな？　って。」

「美み和わ？　あぁ。いたね～、そんなやつ。もう、関かん係けいないし。『やめちゃうのかな？』じゃなくて、もう、やめてるから。以い上じょう。」

　冷つめたく言いい切きるヤヤコに、ティナちゃんが続つづく。

「だいたい、退たい部ぶにまで追おいこんだのは美み和わのほうでしょう。今いまさらなにが言いいたいのよ。ハナビも、ああいうねちっこそうなタイプとは、関かかわんないほうがいいわよ。」

　美み和わの話わ題だいはバッサリと切きりすてられ、二人ふたりはもとの林はやし君くんたちの話はなしにもどってしまった。

　それからも〝三組くみ話ばなし〟は続つづき、もやもやが晴はれないまま家いえに着ついた。けれど、イベントの準じゅん備びのおかげで、うじうじしているひまはない。

　愛あい子こさんが下したごしらえをしてくれていたオムハヤシライスの具ぐ材ざいを煮にこみ、そのあいだに、みんなでカフェのかざりつけにとりかかる。

　テーブルに、水みず色いろや赤あか色いろのギンガムチェックのテーブルクロスをしき、その上うえに、庭にわでさいているデイジーの花はなをかざった。

　きれいにととのったところで、みんなと相そう談だんしながら、三つのイースターエッグを、カフェの三か所しょにかくした。

　メンバーみんながウサギの耳みみをつけたところで、リョウマ君くんがおくれてやってきた。

「ハナビ、〝卵たまご男だん爵しゃく〟はこれだ！」

　リョウマ君くんが得とく意いげに、大おおきな卵たまご型がたの段だんボールのお面めんを見みせる。卵たまご型がたに切きり取とられた段だんボールには、顔かおが入はいるあながあいていて、厚あつ紙がみで作つくられた蝶ちょうネクタイと、手て足あしがついていた。

　そのあなの部ぶ分ぶんに、リョウマ君くんが自じ分ぶんの顔かおをすっぽりはめてみせる。

「きょうは、ニューメンバーも来くるんだろ？　思おもいっきり楽たのしんでもらわないとな。」

「リョウマ君くん、最さい高こう！　これ、すっごくおかしいよ！」

　あたしは思おもわずふき出だしてしまった。

「おまえのぶんも、しっかりあるからな！」

　リョウマ君くんはニコニコしながら、もうひとつの卵たまご型がたの段だんボールのお面めんを取とり出だして、あたしに見みせた。〝卵たまご夫ふ人じん〟も作つくりはまったく同おなじだけれど、蝶ちょうネクタイのかわりに、頭あたまにリボンがついている。なんとも、雑ざつな作つくりだけど、かわいらしい。

「よ～し！」

　あたしも〝卵たまご夫ふ人じん〟を顔かおにつけて、リョウマ君くんのとなりに立たつ。二人ふたりの姿すがたを見みて、ティナちゃんやヤヤコが大おお笑わらいし、カレンちゃんが夢む中ちゅうで写しゃ真しんを撮とる。

　そこに小しょう学がく生せいたちがやってきた。きょうもトップバッターは、常じょう連れんメンバーの平ひら野の里り沙さちゃんと伊い藤とう奈な津つ子こちゃんだ。

　ヤヤコの弟おとうとの翔しょう太た君くんやほかの男おとこの子こたちもつぎつぎとやってくる。順じゅん番ばんに、厚あつ紙がみで作つくったウサギの耳みみをくばった。

　小しょう学がく生せいたちはエネルギーに満みちあふれた様よう子すで、飛とびはねたり、大おおきな声こえでおしゃべりしたり、カフェの中なかは大おおにぎわいだ。

　開かい始し時じ間かんの十分ぷん前まえになって、きょうから参さん加かする、小しょう五の前まえ川かわ紗さ和わちゃんと、小お野の寺でらこのみちゃんがやってきた。きのう、二人ふたりのお母かあさんたちが、あいさつに来こられている。

　二人ふたりはカフェの中なかに入はいったとたん、みんなのにぎやかな様よう子すを見みて、おどろいている。

「こんにちは、サワちゃん、コノミちゃん。きょうから、よろしくね。」

　あたしがすぐに、二人ふたりに声こえをかける。

「二人ふたりとも、四月がつから小しょう学がっ校こう五年ねん生せいになったんだよね？」

「はい。コノミとは、幼よう稚ち園えんのときからいっしょなの。」

　サワちゃんがハキハキと答こたえる。

「そっか、じゃあ、おさななじみなんだね。いいなあ、ずっといっしょのお友ともだちがいて。」

「クラスもいっしょなの。ねっ、コノミ。」

　サワちゃんがコノミちゃんを見みると、よそ見みをしていたコノミちゃんがふりむいて、元げん気きよくうなずいた。顔かおをくしゅっとさせた愛あい嬌きょうのある笑え顔がおに、目めをうばわれる。

　あたしは二人ふたりをみんなに紹しょう介かいして、ちがう学がっ校こうだけれど同どう級きゅう生せいの、リサちゃんたちがいる席せきへ案あん内ないした。

　全ぜん員いんがそろったところで、食しょく事じの時じ間かんがスタート。小しょう学がく生せいたちは思おもい思おもいの席せきで、オムハヤシライスを食たべた。

　サワちゃんとコノミちゃんは、すぐに場ばになじんでくれたみたいで、リサちゃんたちといっしょに、おかわりを取とりに行いっている。

　そして、いよいよイースターエッグさがしゲーム、〝卵たまご男だん爵しゃく〟〝卵たまご夫ふ人じん〟の登とう場じょうだ。

「このカフェの中なかに、三つのイースターエッグがかくされておるぞ～。制せい限げん時じ間かん内ないに見みつけ出だせたものには、〝卵たまご夫ふ人じん〟からプレゼントが贈おくられるぞ。そしてさらに～、見みつけたものには、われわれの〝卵たまごファミリー〟になる栄えい誉よがあたえられる。」

　リョウマ君くんが〝卵たまご男だん爵しゃく〟になりきって、ルールを説せつ明めいし、じつはもうひとつ予よ備びで作つくられていた、あたしたちがつけているものと同おなじ、段だんボールの卵たまごのお面めんをみんなに見みせた。

「え～。それはいらない。」

　小しょう学がく生せいの男だん子しが笑わらいながら答こたえる。

「おほほほ、笑わらってられるのも、今いまのうちですわ～。卵たまごはと～ってもわれやすいの。もしさがしている最さい中ちゅうにわってしまったり、部へ屋やの中なかのものをこわしてしまった場ば合あい……。罰ばつゲームが待まってますわ～。おほほほほほ～。」

　リョウマ君くんが作つくってきた脚きゃく本ほんどおりに、あたしは〝卵たまご夫ふ人じん〟になりきって高たか笑わらいをした。最さい初しょははずかしかったけれど、ここまで来きたら、やりきるっきゃない。

「罰ばつゲームってなんですか？」

　サワちゃんが、手てを上あげて質しつ問もんをする。あたしは〝卵たまご夫ふ人じん〟として答こたえる。

「ほほほ～。そ、れ、は～、お楽たのしみですわあ～。」

　サワちゃんとコノミちゃんが、楽たのしそうに笑わらっているのが見みえる。うれしくて、さらになんでもやってやろう！　って気き分ぶんになる。

「さあ、制せい限げん時じ間かんは三十分ぷん！　見みつけたものは『ゲットだ、ぴょん！』とさけんで、みんなに知しらせるのだぞ～。」

　リョウマ君くんがストップウォッチをかかげる。小しょう学がく生せいたちは立たち上あがって、身みがまえる。

「三、二、一、スタートだ、ぴょん！」

　ティナちゃん、リョウマ君くん、ヤヤコのカウントダウンで、ゲームはスタートした。

　小しょう学がく生せいたちが、いっせいにカフェの中なかを走はしりまわった。危き険けんなものがあるキッチンはあらかじめ立たち入いり禁きん止しにしてある。

「ゲットだ、ぴょん！」
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　いちばんに声こえをあげたのは、六年ねん生せいになった翔しょう太た君くんだ。あせったみんなは、ソファのマットをひっくり返かえしたり、棚たなのうしろをのぞいたりして大たい変へんだ。そんななか、

「ゲットだ、ぴょん！」

　次つぎに声こえをあげたのは、小しょう学がく三年ねん生せいの女おんなの子こだった。うれしそうに手てにかかげ、走はしってくる。さあ、残のこすところ、あとひとつ。

「ゲットだ、ぴょん！」

　あいだをあけずに声こえをあげたのは、コノミちゃんだった。意い外がいと見み落おとしてしまうけれど、じつはいちばん目め立だつ、看かん板ばんにくっつけておいたものだった。

「やったー！」

　よろこぶコノミちゃんのまわりに、サワちゃんやリサちゃんたちがかけよる。コノミちゃんが見みつけたイースターエッグは、きょう学がっ校こうで、あたしがしあげたものだった。

　卵たまごを見みつけたメンバーには景けい品ひんとして、卒そつ業ぎょう旅りょ行こうでひろい集あつめた貝かいがらでかざりつけた写しゃ真しんたてをプレゼントした。

　もうひとつの特とく典てん、〝卵たまごファミリー〟のお面めんも意い外がいな人にん気きを見みせ、子こどもたちはかわりばんこに、つけあって遊あそんでいた。

　こうして大だい盛せい況きょうだったイベントは終しゅう了りょうの時じ間かんをむかえた。

　帰かえりぎわ、サワちゃんとコノミちゃんのお母かあさんがおむかえにやってきた。

　愛あい子こさんがお母かあさんたちとあいさつをしているあいだ、コノミちゃんはリサちゃんたちといっしょに、〝卵たまごファミリー〟のお面めんで遊あそびながら、おしゃべりをしていた。

　そんなコノミちゃんを、サワちゃんは少すこしはなれたところから見みていた。あいさつが終おわると、サワちゃんが声こえをかける。

「コノミ、帰かえるよっ。」

「あっ、うん。じゃあ、またね。」

　コノミちゃんはリサちゃんたちに手てをふると、だいじそうにイースターエッグを持もって、サワちゃんを追おいかけていった。





5　マネージャー







「うっ……、くぅっ……、ティナちゃん、この脚きゃく本ほん……。めちゃくちゃ泣なける……。」

　あたしは目め頭がしらをおさえて泣ないた。ティナちゃんが笑わらいながら箱はこティッシュを手てわたす。

「ハナビったら、鼻はな水みずと涙なみだが大たい変へんなことになってるわよ。」

「だって……。この女おんなの子この霊れいの役やくを、ティナちゃんが演えんじるのかと思おもうとまた……。」

　明あ日すからはいよいよ、リツさんが監かん督とくする映えい画がの撮さつ影えいがはじまる。前ぜん日じつの金きん曜よう日び、ティナちゃんが愛あい子こさんちに夕ゆう飯はんを食たべに来きて、映えい画がの脚きゃく本ほんを読よませてくれた。

『ゴーストタクシー』というタイトルのとおり、主しゅ人じん公こうのキヨシというタクシードライバーに、ハルという名なの女おんなの子この霊れいがとりついてしまう話はなしだ。

　ハルはキヨシに『のろい殺ころされたくなかったら、この世よに未み練れんがあって成じょう仏ぶつができない幽ゆう霊れいたちを助たすけ、天てん国ごくへ送おくりとどけろ。』という条じょう件けんを出だす。

　キヨシはしかたなく条じょう件けんをのみ、幽ゆう霊れいたちをタクシーに乗のせては天てん国ごくへ送おくりとどけていく。

　ハルはティナちゃん自じ身しんのように気きが強つよくて、はっきりとものを言いう幽ゆう霊れいだ。キヨシとの車しゃ内ないでの会かい話わがおもしろく、読よみながら笑わらってしまった。

　ところが、後こう半はんになるにつれて、キヨシの記き憶おくがよみがえっていく。

　じつはキヨシは子こどものころ、仲なかのよかった姉あねを事じ故こで亡なくしてしまうという悲かなしい過か去こを持もっていたが、事じ故このショックで、そのことをわすれてしまっていた。

　そしてラストシーンになって、記き憶おくの底そこからうかび上あがってきた姉あねの顔かおと、ハルがかさなり、じつはハルこそが、亡なくなった姉あねだったことを思おもい出だす。そのシーンが、切せつなくて、悲かなしくて……。あたしは、このありさまだ。

　涙なみだと鼻はな水みずをティッシュでふきながら、ティナちゃんにたずねる。

「この役やく、すごくむずかしそうな役やくだけど、できるかなって不ふ安あんになったりしないの？」

「そりゃあ不ふ安あんよ。でも、やりがいのある役やくだから、むしろ楽たのしみ！」

　ティナちゃんは目めをかがやかせる。

「すごいな～。ティナちゃん、がんばってね！」

「そっちこそ、明日あしたからしっかりたのむわね、マネージャーさん！」

　ティナちゃんはあたしの背せ中なかをたたいたあと、まだなにか言いいたりなそうな目めで、あたしをじーっと見みつめる。

「あとね、ハナビ、じつはね……。」

　その表ひょう情じょうを見みながら、あたしはピンッと来きた。

「わかった！　カイト君くんとデートに行いくんでしょ!?」

「どうしてわかったの!?」

　ティナちゃんは本ほん気きでおどろいた顔かおをする。

「ティナちゃんって、意い外がいと顔かおに出でやすいから、すぐわかるよ。でっ、いつ行いくの!?」

「言いっとくけど、まだ、そんな、デートってわけじゃないからねっ！」

「はいはい。で、いつ？　あさって？　どこへ行いくの？」

　あたしは顔かおを真まっ赤かにしたティナちゃんに、さらにつめよる。

「うん……。ホントに映えい画がをみに行いくことになったの……。」

　もじもじとしゃべる姿すがたがかわいらしい。

「でも、わたし、男おとこの人ひとと二人ふたりきりででかけるなんて、はじめてだから、どうしたらいいか、わからないっ。」

「わかった！　いっしょに作さく戦せん、たてよう！」

　今こん度どは、あたしがティナちゃんの背せ中なかをたたいた。

　ほんとは、そのまま作さく戦せんをたてたかったけれど、明日あしたは撮さつ影えいなので、話はなし合あいはとちゅうのまま、ティナちゃんは早はやめに家いえへ帰かえった。

　そのあと、あたしは念ねん入いりに準じゅん備びをした。天てん気きはよさそうだけれど、雨あめがふったときのために、折おりたたみ傘がさも必ひつ要ようかな。うちわにタオルに、ちょっと寒さむくなったときのために、ウィンドブレーカーも持もっていこう。

　思おもいつくかぎりのものをリュックにつめているうちに、大おお荷に物もつになってしまった。けれど、それでもいい。ティナちゃんが思おもいっきり演えん技ぎに集しゅう中ちゅうできるように、あたしもがんばるぞ！




　翌よく日じつ、九時じに駅えきでティナちゃんと待まち合あわせをし、撮さつ影えい場ば所しょへ向むかった。電でん車しゃを乗のりつぎ、郊こう外がいの駅えきでおりる。

　改かい札さつ口ぐちを出でると、ロータリーにとまっている大おおきな車くるまの前まえに、たくさんの人ひとが集あつまっているのが見みえた。サークルのみなさんだ。その中ちゅう心しんにリツさんがいる。

「おはようございますっ！」

　ティナちゃんと二人ふたりで、大おおきな声こえであいさつをすると、リツさんが手てをふった。

「二人ふたりとも、きょうからまた、よろしく！」

　監かん督とくをしている最さい中ちゅうは、人ひとが変かわったようにこわくなるけれど、今いまはいつものさわやかなリツさんだ。

　二人ふたりで、ほかのスタッフの人ひとたちにもあいさつをする。車くるまに荷に物もつをつめこむ作さ業ぎょうをしていた黒くろいキャップの男おとこの子こが、ペコッとあいさつをしてくれた。

「あれ？　カイト君くんっ!?」

　すぐにティナちゃんが気きづき、カイト君くんにかけよる。

「ビックリ～。どうして、ここにいるの？」

「おはようございます。ティナさんから今こん回かいの撮さつ影えいの話はなしを聞きいて、リツ先せん輩ぱいにお願ねがいしたら、スタッフとして、参さん加かさせてもらえることになったんです。」

「そうだったんだ～。うれしい～。」

　ティナちゃんが、とびっきりうれしそうな笑え顔がおを見みせる。たくさんのハートマークが飛とび出だしてくるのが見みえるようだ。

　メンバーがそろったところで、リツさんは全ぜん員いんを集あつめ、はじめて顔かおを合あわせるメンバーのために、役やく者しゃ、スタッフのひとりひとりを紹しょう介かいした。

　リツさんは、あたしをティナちゃんのマネージャーとして、カイト君くんのことは制せい作さくスタッフとして紹しょう介かいした。

　今こん回かいの映えい画がは前ぜん回かいよりも撮さつ影えいする場ば面めんが多おおく、いろんな場ば所しょへ移い動どうすることも多おおい。

　出しゅつ演えんする人ひとや衣い装しょう、メイクを担たん当とうする人ひともくわわり、かなりの大おお人にん数ずうだ。前まえの映えい画がとはまったくちがうふんいきで、あたしまでドキドキしてくる。

　きょうの最さい初しょの撮さつ影えいは、駅えき近ちかくの商しょう店てん街がいでの場ば面めんだ。リツさんが前まえもって、商しょう店てん街がいに撮さつ影えいの許きょ可かをもらい、まわりのお店みせに説せつ明めいもしてある。けれど道みちゆく人ひとのじゃまになるといけないから、なるべく人ひと通どおりの少すくない場ば所しょで、撮とることになった。

　キヨシにハルがとりついた翌よく日じつのこと、キヨシは〝幽ゆう霊れい〟という存そん在ざいを受うけ入いれられず、アパートからにげ出だす。

　ところが、どこへにげまわっても、必かならずハルが物ものかげから見みているという場ば面めん。

　物もの語がたりの流ながれとしては、主しゅ人じん公こうは夜よるおそくにタクシーを運うん転てんしている最さい中ちゅうに、女おんなの子こに出で会あうことになっている。けれど夜よるの場ば面めんは日ひが暮くれないと撮とれないので、先さきにこの場ば面めんを撮さつ影えいするらしい。

　幽ゆう霊れいになるティナちゃんは衣い装しょうに着きがえてメイクをするため、とまっていた車くるまにスタッフの人ひとと乗のりこんだ。

　どんなかっこうになって出でてくるのかな？　ドキドキしながら車くるまの前まえで待まっていると、ドアが少すこし開ひらいて、青あお白じろい手てがぬっと飛とび出だした。そして、ぱっつん前まえ髪がみのおかっぱのカツラをかぶり、ほんのり青あお白じろい顔かおをしたティナちゃんが、しずかにす～っと顔かおを出だした。

「うわあ～、すごっ！　ティナちゃんじゃないみたい。」

　あたしが声こえをあげても、ティナちゃんはだまったまま、ジッとあたしを見みつめつづけ、ニヤ～ッと笑わらう。すっかり、役やくになりきっている。

　幽ゆう霊れい姿すがたのティナちゃんは、ほかのスタッフからも大だい好こう評ひょうで、場ばの空くう気きがもり上あがった。

「それじゃ、みなさん、よろしくお願ねがいしまーす。」

　リツさんが全ぜん員いんに声こえをかけると、いよいよ撮さつ影えいがスタートだ。

　カメラのモニターの前まえに、リツさんやスタッフがスタンバイする。

　あたしはどこで待たい機きしていたらいいのかわからず、うろうろしていると、リツさんたちの後うしろにいるカイト君くんが手て招まねきしてよんでくれた。

　カメラがまわりはじめ、キヨシがなにかからにげるように、必ひっ死しに商しょう店てん街がいを走はしってくる。立たちどまってふりかえるが、だれもいない。少すこし安あん心しんして前まえを向むくと……。

「うわぁっ!!」

　さっきは後うしろにいたはずのハルが目めの前まえに立たっている。恐きょう怖ふにおののくキヨシを、ハルはうんともすんとも言いわず、ただ、だまったまま見みつめている。

　カツラのせいか、メイクのせいか、ティナちゃんのもともとの魅み力りょくなのか、ティナちゃんの表ひょう情じょうに目めが釘くぎづけになる。

　そこで、リツさんが『カット！』と声こえをあげた。

「オッケー！　次つぎの場ば面めん、いきます！　ご協きょう力りょくありがとうございました！」

　撮さつ影えい中ちゅうだけ、通つう行こうするのを待まってもらっていた人ひとたちに声こえをかけ、ほかのスタッフたちと、次つぎの撮さつ影えいシーンの準じゅん備びをする。

　あたしはそのすきに、ティナちゃんのもとへ水すい筒とうに入はいった麦むぎ茶ちゃを持もっていく。

「一いっ発ぱつでオッケーって、すごいじゃん。前まえはワンシーンを撮とるのに十回かいや二十回かいの撮とりなおしはあたりまえだったのに。」

　あたしは小こ声ごえでティナちゃんに話はなしかけた。

「実じつ力りょくでしょ。って言いいたいところだけど、まっ、二度ど目めの映えい画がってことで……。」

「演えん技ぎ、すごくよかったよ。引ひきこまれちゃったよ。」

「なら、よかった～。それでさあ。」

　ティナちゃんが言いいかけたとき、カイト君くんが前まえをとおりかかった。

「あっ、カイト君くん。さっきのどうだった？」

「よかったです！　一いっ気きに引ひきこまれました。」

　ティナちゃんより年とし上うえで、高こう校こう二年ねんだというのに、カイト君くんは今いまも敬けい語ごで話はなしている。

「え～、ほんと～？」

　カイト君くんのひとことで、ティナちゃんの顔かおが、ぱあっと明あかるくなった。

「あーっ、ティナちゃん。すっごくうれしそうなんですけど～！」

　あたしはにんまりする。

「そんなことないわよー。」

　言いいながらも、ティナちゃんはニコニコの笑え顔がおだった。




　次つぎのシーンの準じゅん備びがととのい、すぐに撮さつ影えいにとりかかる。

　何なん回かいか撮とりなおしはあったものの、次つぎから次つぎへと撮とっては移い動どうして、撮とっては移い動どうしてをくりかえし、三時じごろには、かなりのシーンを撮とり終おえることができた。

　にげるキヨシと追おうハルのやりとりは、鬼おにごっこをしているみたいに、だんだんとコミカルな場ば面めんに変かわっていった。

　ハルをふりきって、にげ切きれたと、かんちがいするキヨシの前まえで、小こバカにしたような顔かおをするハルの表ひょう情じょうがおかしくて、『カット』がかかった瞬しゅん間かん、みんなが大おお笑わらいした。

　あたしまでうれしくなって、ティナちゃんに麦むぎ茶ちゃをとどけに行いこうとしたら、ティナちゃんは、すぐにカイト君くんとしゃべりだした。

「カイト君くん、見みてた？　今いまのどうだったかな？　こわかった？」

「最さい高こうでした。笑わらうのをこらえるのが大たい変へんでした。」

　ティナちゃんの質しつ問もんに、カイト君くんは目めをキラキラさせて答こたえる。

　二人ふたりで楽たのしそうに話はなしているけど、次つぎの撮さつ影えいに向むけてどんどん準じゅん備びがすすんでいるので、少すこしあせって、あたしは声こえをかける。

「ティナちゃん、今いまのうちに麦むぎ茶ちゃを飲のむ？　あ、チョコもあるよ。」

「あ～、今いまはいらない。それでね、さっきのシーンなんだけど……。」

　ティナちゃんは、すぐにカイト君くんとの会かい話わにもどってしまった。あたしは出だしかけた麦むぎ茶ちゃを、自じ分ぶんで飲のんだ。

「本ほん番ばん、撮とりますっ！」

　リツさんの合あい図ずがあり、

「じゃあ、行いってきます。」

　ティナちゃんは気き合あいを入いれて、もどっていった。

　そして日ひは暮くれて、きょう最さい後ごのシーンの撮さつ影えいに入はいった。

　神じん社じゃの前まえに立たっているハルが、キヨシの運うん転てんするタクシーをとめる場ば面めんの撮さつ影えいだ。この場ば面めんはキヨシとハルが出で会あう、とても重じゅう要ようなシーン。

　だけど、本ほん物もののタクシーを用よう意いする予よ算さんはないので、きょうはタクシーはなし。ティナちゃんだけの撮さつ影えいになる。

　撮さつ影えいのつかれをとおりこし、みんなの緊きん張ちょう感かんが高たかまっているなか、とつぜん……。

「うそだろ、雨あめだっ。」

　照しょう明めいの人ひとが、ふり出だした雨あめに気きがついた。

「え～。今け朝さの天てん気き予よ報ほうだと、もっとおそくにふるはずだったよなあ？　すみません！　雨あめのため、いったん待たい機きっ！」

　リツさんがみんなに聞きこえるように言いった。

「カイトっ、車くるまの中なかから、傘かさ、出だして！　役やく者しゃにくばって！」

　リツさんが指し示じを出だし、カイト君くんが走はしりだす。あたしもいそいで、持もってきていた折おりたたみ傘がさとウインドブレーカーをリュックから引ひっぱり出だし、ティナちゃんのところへかけつけた。ティナちゃんはメイクをしているから、ぬれたら、大たい変へんだ。

「ティナちゃん、はいっ。」

　傘かさを開ひらいて、わたそうとしたとき、

「ティナさん、これ使つかってください。」

　同どう時じにカイト君くんも大おおきなビニール傘がさを差さし出だした。
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「えっと……、ありがとう。」

　ふたつの傘かさのまんなかで、ティナちゃんが傘かさを見みあげる。

「わっ、おっきな傘かさ！　そっちのほうがぬれないね！」

　あたしはとっさに、自じ分ぶんの持もっていた傘かさを引ひっこめた。

「じゃ、じゃあ、これを使つかってください。あと、雨あめで冷ひえるので、よかったら、これをはおっていてください。」

　カイト君くんは傘かさをわたし、自じ分ぶんが着きていたパーカーをティナちゃんの肩かたにかけると、リツさんたちを手て伝つだいに、持もち場ばへもどっていった。

　ティナちゃんはしばらくなにも言いわず、パーカーのえりもとを、きゅっとにぎりしめていた。




　雨あめはそのままふりつづけ、残のこりの撮さつ影えいは延えん期きとなった。

　かたづけを終おえ、みんなで駅えきに着つくと、

「二人ふたりとも、おつかれさま。ハナビちゃんも、きょうは来きてくれてありがとう。最さい後ごのシーンまで撮とれず、ごめんね。」

　リツさんがあたしたちに声こえをかけた。ティナちゃんが明あかるい声こえで答こたえる。

「天てん気きはどうにもならないんで、だいじょうぶです！」

「これから、みんなで夕ゆう飯はんを食たべてから帰かえるんだけど、ティナちゃんとハナビちゃんはどうする？　おそくなりそうだから、帰かえりは車くるまで、二人ふたりの家いえまで送おくるよ。」

「はいっ。ぜひ、参さん加かします。」

　ティナちゃんはすぐに答こたえ、

「カイト君くんも行いくよね？」

　リツさんの後うしろにいたカイト君くんに、声こえをかける。

「あっ、えっと、ぼくは……。」

「え～、行いきましょうよ～。」

　ティナちゃんがめずらしく、あまえた声こえで言いう。

「そうだよ、たまにはいいだろ。きょうはおまえのこと、こき使つかっちゃったから、メシ代だいくらいは出だすって！」

　リツさんが先せん輩ぱいらしく、カイト君くんの肩かたに手てを置おいた。

「えっ！　ほんとですか!?　ありがとうございます。参さん加かさせていただきますっ。」

「やった～！」

　カイト君くんの返へん事じを聞きいて、ティナちゃんが、ばんざいをした。

「ハナビちゃんは？　どうする？」

　リツさんがあたしに聞きいた。

「あっ、あたしはきょうは帰かえります。」

「そっか、愛あい子こさんを心しん配ぱいさせちゃうかな。」

「いえ、それはだいじょうぶだけど、塾じゅくのテストも近ちかいし、勉べん強きょうしなきゃいけないんで。『夜よるカフェ』の準じゅん備びで、ほとんど勉べん強きょうしてなかったし。」

　あたしはいろいろ理り由ゆうをならべた。けれど、テストといっても小しょうテストだし、そこまでせっぱつまっているわけじゃない。それはティナちゃんも知しっているはずだけれど……。

「わかった。じゃあ、ハナビ、また月げつ曜よう日びね。」

　となりで聞きいていたティナちゃんはあっさり言いって、カイト君くんたちと、商しょう店てん街がいの中なかを歩あるいていった。





6　ミミズのおかげ？







　電でん車しゃにゆられて、ぼーっと窓まどの外そとをながめた。きょうのできごとが、頭あたまの中なかでうかびあがってくる。あたしが行いった意い味みって、あったのかな？　そんな疑ぎ問もんがわきあがり、頭あたまをぶんぶんとふった。

　なんだか最さい近きんは、ティナちゃんを遠とおくに感かんじたり、近ちかくに感かんじたり、また遠とおくに感かんじたり、ティナちゃんのひとつひとつのしぐさや言こと葉ばに、いちいち心こころが動うごいている。

　家いえに帰かえり、愛あい子こさんとごはんを食たべて、さっさとふとんをしいて、ごろんとねころんだ。ティナちゃんはもう家いえに帰かえっているころかな。

　きょうのティナちゃんの演えんじた〝ハル〟はとってもよかった。かわいらしくて、でもちょっと幽ゆう霊れいっぽいこわさもあって、ステキだった。

　きっと演えんじていたティナちゃんは集しゅう中ちゅうして、気きを張はって、すごくつかれただろうな。『おつかれさまでした。』のひとことくらい、ＬＩＮＥラインしておこう。

　ＬＩＮＥラインのトーク画が面めんを開ひらいて、メッセージを打うった。

『きょうはほんとにおつかれさま！　ハル、と～ってもよかったよ！　これから先さきが楽たのしみだね！　明日あしたはカイト君くんと映えい画がだよね～？　報ほう告こく、楽たのしみにしてるよ～。』

　送そう信しんボタンをおそうとしたところで、手てが止とまった。

　なんだかきょうはさびしかったなって思おもいがこみあげてくる。まよったすえに、『おつかれさま！』の部ぶ分ぶんだけを残のこして、ウサギがお茶ちゃを差さし出だしているスタンプをつけて送おくった。

　いいなあ、ティナちゃんは明あ日す、カイト君くんと映えい画が館かんか……。あたしもヤマト君くんと、映えい画がに行いきたいな。

　あれ？　そういえばあたし、ヤマト君くんといちどもそういうところへ遊あそびに行いったことがない。ＬＩＮＥラインだって、いつもあたしから送おくって、返へん事じがくるのは数すう日じつ後ごだ……。

　ヤマト君くんとのトーク画が面めんを開ひらくと、いちばん最さい新しんのやりとりで、一週しゅう間かん前まえに送おくったクラスがえの報ほう告こくだ。それに対たいして、ヤマト君くんからは、三みっ日か後ごに返かえってきた『がんばれ！』のひとこと。これって、つきあってるって言いえるのかな？

　なんだかますますさびしくなる。せめて、ヤマト君くんの声こえだけでも聞きけたら……。

「そうだっ。」

　今いま、日に本ほんは夜よるの十一時じ、十六時じ間かんおそいロサンゼルスは、土ど曜よう日びの朝あさ七時じ。

　もしかしたら、ヤマト君くんはまだねているかもしれない。だけど、がまんできない。電でん話わしてみよう！

　ふとんの上うえにすわりなおし、なんどもなんども、深しん呼こ吸きゅうをしてから、ヤマト君くんとのトーク画が面めんの右みぎ上うえにある、電でん話わのアイコンをおした。あ～、かけちゃった！

　出でてくれるかな？　なんて言いおう？　なにを話はなそう？

　いきおいで電でん話わをかけちゃったけれど、いざとなったらはずかしくて、緊きん張ちょうして、思おもわず耳みみからスマホを遠とおざけてしまう。

　二回かい呼よび出だし音おんが鳴なっても出でない。やっぱり、ねているのかな？　出でてもらえないかな？

　三コール目め、これで出でなかったら、あきらめよう。そう思おもった矢や先さき、

「……はい。」

　ヤマト君くんの声こえが聞きこえた。

「あっ、ヤマト君くん!?　あのっ、えっと、ハナビです。夜よる、じゃなくて、朝あさ早はやくにかけちゃって、ごめんなさいっ！」

「……なにかあった？」

　やっぱりねているところを起おこしちゃったのか、ヤマト君くんの声こえは低ひくくて暗くらい。
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「あの、起おこしちゃった……よね？　あっ、えっと、ごめんね。たいしたことじゃないんだけど……。」

「なら、よかったけど……。」

「あの……。また、かけなおしたほうがいいよね？」

「そうしてくれる？」

「はいっ！　あの、ごめんなさいっ。今こん度どから、気きをつけるね。」

「うん。じゃ。」

　いそいで電でん話わを切きろうとしたら、先さきにヤマト君くんから通つう話わを切きられてしまった。

　さ、最さい悪あくだ……。あ～、かけるんじゃなかった。二分ふん前まえにもどって、やりなおしたい。どうしよう、どうしよう、きっとヤマト君くんをおこらせちゃった。あ～、最さい悪あくだ～。

　あたしは息いきが苦くるしくなるくらい強つよく、まくらに顔かおをおしつけた。




　朝あさ起おきると、ヤマト君くんからＬＩＮＥラインがきていた。ドキドキしながら開ひらくと、『せっかく電でん話わをしてくれたのに、ごめん。時じ差さがあるから、タイミングがむずかしいよね。今こん度ど、ゆっくり電でん話わで話はなそう。』と書かかれていた。

「わかってるよ……。」

　口くちからこぼれる。時じ差さがあることも、かけちゃいけないときもあるってことも、わかっている。だけど、あたしは、〝今いま〟話はなしを聞きいてほしかったの。

　ティナちゃんとのことでモヤモヤして、すがるようにヤマト君くんに電でん話わしたら、さらに気き分ぶんが落おちこむことになってしまった。

　おまけに、愛あい子こさんは友ともだちとでかけている。せっかくの日にち曜よう日びなのに、ひとりぼっちの朝あさごはんだ。空くう気きが動うごかないと、あれこれ思おもい出だして、さらに気きがめいってくる。

「あ～、こんなんじゃ、ダメだ！」

　あたしは立たち上あがると、大だい好すきな曲きょくを大だい音おん量りょうで流ながし、カフェをそうじした。少すこしでもこのモヤモヤした思おもいを取とりはらいたくて、歌うたったり、曲きょくに合あわせて頭あたまをふったり、思おもいっきり体からだをゆらす。だけど、だけど、だけどっ！

「あ～、もうっ！　すっきりしないっ！」

　体からだじゅうにへばりついたモヤモヤをふりはなすように、頭あたまをふった。そのとき、

「うわあ！」

　いつのまにか、リョウマ君くんがニヤニヤしながらカフェの入いり口ぐちに立たっていた。

「リョウマ君くん、どうしたの!?」

「おまえこそ、どうしたんだよ!?　カフェの前まえをとおりかかったら、外そとまですっげーノリの曲きょくが聞きこえてくるから、のぞいてみたら、ハナビが中なかで頭あたまをふっててさ。ノックしても、よんでも、気きづかねえし。あれ？　おまえ、ひとりなの？」

「う、うん……。」

　あ～、はずかしさとむなしさで、なんて答こたえたらいいか、わからない……。

「ふ～ん。じゃあ、まあ、そういうことで、じゃましたな。続つづきをど～ぞ。」

　リョウマ君くんが背せを向むけた瞬しゅん間かん、あたしはとっさに走はしっていって、うでをつかんだ。

「ねえ、リョウマ君くん！　お願ねがいがあるの！」

「えっ？」

「あたし、〝スカッと〟したい。」

「へっ？　〝スカッと〟？」

「前まえにバッティングセンターに連つれていってもらったでしょ？　また、連つれてって！」

「べつにいいけど、今いまっ!?」

　リョウマ君くんはこまった顔かおをする。

「うん、そう。ダメ？」

「いや、ダメってことはないけど……。」

　ちらっとあたしの顔かおを見みたあと、

「よし、わかった。今いまからおれが、バッティングセンターよりもいいところに連つれてってやる！」

　リョウマ君くんはニマニマとうなずいた。




「あの～、リョウマ君くん……。ここって、もしかして……？」

　連つれてこられたのは、前まえに行いったバッティングセンターではなく、広ひろい畑はたけだった。

「そう、おれんちの畑はたけ。」

「なんで畑はたけ!?」

「四月がつは、苗なえ植うえしないといけない野や菜さいがたくさんあってさ、人ひと手でがたりねーんだよ。だけど、じいちゃんたちが、きょうは用よう事じがあっていないから、たのまれたんだ。よしっ、おまえも、しっかりかぶっとけ。」

　リョウマ君くんは説せつ明めいしながら、とうぜんのようにあたしの頭あたまに麦むぎわら帽ぼう子しをのせる。

「そうなんだ……。」

「そういうことっ。ほい、軍ぐん手て。」

「あっ、どうも……。」

　流ながされるまま軍ぐん手てを受うけとった。おかしいな。〝スカッと〟したいって言いったはずなんだけどな。

　首くびをかしげるあたしを無む視しして、リョウマ君くんは鼻はな歌うたを歌うたいながら、小ちいさなビニールハウスに案あん内ないした。

　ハウスの中なかには、小こわけにして植うえられた、小ちいさな野や菜さいの苗なえがたくさんならんでいる。

「よ～し、まずはトウモロコシだ！」

　リョウマ君くんは、細ほそ長ながい茎くきに、ひょろひょろっと葉はっぱがついた苗なえを指ゆびさした。

「えっ!?　トウモロコシ？　これにトウモロコシの実みがつくの？」

「夏なつには、うまいトウモロコシが食くえるぞ～。」

「ほんと!?　わかった。あたし、がんばるよ！」

　おいしいトウモロコシと聞きいて、やる気きがわき、苗なえがたくさんならんだ育いく苗びょう箱ばことよばれる重おもいトレーを持もちあげた。

　広ひろい畑はたけの中なかは、すでに葉はっぱが生おい茂しげっている場ば所しょや、土つちの上うえに黒くろいビニールシートがかけられた場ば所しょ、茶ちゃ色いろい土つちがむき出だしの場ば所しょなど、いろんなエリアにわかれていた。

「あそこは、キュウリやナスやトマトとかの夏なつ野や菜さいを植うえる場ば所しょで、葉はっぱが生はえてる場ば所しょはじゃがいも。そんで、あっちはサツマイモを植うえる場ば所しょだ。」

「すご～い。そんなにたくさん育そだててるんだね。」

「最さい初しょはじいちゃんも趣しゅ味みではじめたんだけど、どんどんハマってったら、こうなってた。そんでもって、ここがトウモロコシのゾーン。」

　リョウマ君くんは手てを広ひろげ、目めの前まえの、黒くろいビニールシートがかぶせられた場ば所しょを見みせた。

「はいっ！」

　元げん気きよく返へん事じをするあたしを見みて、リョウマ君くんが笑わらう。

「ハナビ、おまえってほんと、食くい物ものに弱よわいんだな。最さい初しょは、『え～、なんで畑はたけ仕し事ごと～？』って顔かおして、ブス～ッとしてたのに、『トウモロコシ』って聞きいたとたん、目めの色いろ変かえてさ。」

　うっ……、ぜんぶバレバレで、言いいわけができない。

　それから、リョウマ君くんは苗なえの植うえ方かたを教おしえてくれた。トレーから苗なえを一ひと株かぶ一ひと株かぶ出だし、三十センチの間かん隔かくでビニールシートにあけられた、あなの場ば所しょに植うえていく。

「こう、土つちに指ゆびをつっこんで、五～六センチの深ふかさのあなをあけて、そこに一ひと株かぶずつ植うえるんだ。このトウモロコシの根ねっこを傷きずつけると、育そだちにくくなるから、ていねいにあつかえよ。うまいトウモロコシ、食くえなくなるぞ。」

　リョウマ君くんが一ひと株かぶ、トレーからぬきとって、見み本ほんを見みせる。

「はいっ！」

　返へん事じをして、畑はたけに入はいってみると、あたしは土つちのやわらかさにおどろいた。ちょっと指ゆびでおすだけで、ふわっと指ゆびが土つちにうもれる。

「うわっ、やわらか～い。」

　思おもわず、土つちを両りょう手てですくった。ふわふわとした感かん触しょくが気き持もちいい。こんなふうに土つちをいじったのって、いつぶりだろう？　ん？　なに？　この細ほそ長ながいの……。

「うぎゃあああ！」

　あたしは自じ分ぶんの手ての中なかにある、細ほそ長ながいものの正しょう体たいを見みて、思おもわず立たち上あがると、土つちごとほうり投なげた。

「ぶっへえっ。ペッペッ。こら、ハナビ、なんてことしやがる。」

　ほうり投なげた土つちは、みごとにリョウマ君くんの頭あたまの上うえにふり落おちた。

「ミ、ミミズっ！」

「えっ？　ミミズ？　なんだよ、おどかすなって。」

「おどろいたのは、こっちだよ。だって、てっ、手ての上うえで、動うごいてた。」

「ミミズがいる畑はたけは、土つちの中なかが活かっ性せい化かしてるってことだよ。いい土つちを作つくるにはミミズがだいじなんだ。」

　リョウマ君くんは足あしもとに落おちていたミミズを見みつけ、そっとつまんで土つちの中なかにもどした。

「そうだったんだ。ごめんっ。ミミズちゃん、ごめんね。」

　あたしはおそるおそる、土つちの上うえに手てをあてた。

「さ～て、ハナビ。ミミズはもういいとして、おれに土つちをぶっかけたな。」

　リョウマ君くんが、通つう路ろのしめった土つちを両りょう手てにつかんで、ニコニコしながら近ちかづいてくる。

「ご、ごめん。でも、あれは事じ故こ、事じ故こだよ。」

「ほ～う。」

「事じ故こだってば！　あぁ～！」

　抵てい抗こうもむなしく、リョウマ君くんはあたしの両りょうほおに、べったりと、どろをぬりつけた。しばらく、どろの投なげ合あいをしてから、あたしたちは苗なえ植うえ作さ業ぎょうにもどった。

　教おそわったとおりに、苗なえを一ひと株かぶずつ植うえていく作さ業ぎょうをくりかえす。この作さ業ぎょうが意い外がいと楽たのしい。今いまは小ちいさな苗なえが成せい長ちょうして、トウモロコシの実みをつけるのかと思おもうと、一ひと株かぶ一ひと株かぶに愛あい着ちゃくすら生うまれてくる。

　おまけに、〝ミミズショック〟のおかげで、多た少しょうの小ちいさな虫むしを見みつけても、あまりおどろかなくなった。

　反はん対たい側がわで苗なえ植うえをしているリョウマ君くんが、鼻はな歌うたを歌うたっているのが聞きこえてくる。知しっている歌うただったので、気きづいたらあたしもしぜんと口くちずさんでいた。

　歌うたいだしてからは時ときがたつのをわすれ、いつのまにか育いく苗びょう箱ばこに入はいっていた苗なえは、すべて植うえ終おえていた。あたしは立たち上あがって、こしをのばす。

「ん～終おわった～。」

　自じ分ぶんで苗なえ植うえをしたトウモロコシ畑ばたけを見みわたした。まだ細ほそい苗なえが太たい陽ようの光ひかりをさんさんとあびている。すごい充じゅう実じつ感かんだ。

「おっ、そっちも終おわったな。おっ、いい感かんじ。じゃあ、休きゅう憩けいにすっか。」

　リョウマ君くんが空からになった育いく苗びょう箱ばこをいくつも持もって、もどってくる。あたしがトウモロコシに夢む中ちゅうになっているあいだに、リョウマ君くんはトマトの畑はたけもナスの畑はたけも植うえ終おえていた。

　畑はたけのすぐそばにあるリョウマ君くんちの縁えん側がわで、あたしたちは休きゅう憩けいを取とった。

「ほい、ハナビ、おつかれさん。」

　リョウマ君くんから麦むぎ茶ちゃを受うけとると、あたしは一杯ぱい目めを一いっ気きに飲のみほした。冷つめたい麦むぎ茶ちゃが、体からだじゅうにしみわたる。

「くぅっ、生いき返かえるっ。」

「だろ？　仕し事ごとのあとの麦むぎ茶ちゃと、このぬかづけが、また最さい高こうなんだよ。」

　リョウマ君くんは、キュウリのぬかづけをパクッと口くちに入いれた。

「それに、リョウマ君くんちの、この景け色しきも最さい高こうだね。空そらが広ひろ～い。」

　庭にわにはたくさんの花はながさいていて、開ひらけた畑はたけの上うえには真まっ青さおな空そらが広ひろがっている。

　ふいに、リョウマ君くんが縁えん側がわに置おいてあったギターをひきはじめた。なんの曲きょくかはわからないけれど、のんびりしたメロディーが、この景け色しきとぴったりで、とっても心ここ地ちがいい。

「きょうは畑はたけに、めずらしいお客きゃくが来きたのさ～♫　おかっぱ頭あたまの女おんなの子こ♪」

　リョウマ君くんはとつぜん、ひいていたメロディーに、歌か詞しをのせはじめる。

「手てのひらの上うえで、オレは彼かの女じょにあいさつしたのさ～♪　だけど、彼かの女じょはオレを見みるなりほうり投なげた～。オ～ほうり投なげた～。ウォ～オレは投なげられた～♪」

「なに？　その歌うた？」

「んっ？　〝投なげられたミミズの歌うた〟。」

「やだ～。へんな歌うた。」

「オ～、あの子こもいつかわかるはずさ～、オレの偉い大だいさを～。夏なつまで待まってろ、あの子こにうまいトウモロコシ、食くわしてやる～♪　ミミズ大だい好すき～って言いわせてやる～♪」

　リョウマ君くんが歌うたう〝ミミズの歌うた〟がおかしくて、あたしはお腹なかをかかえて笑わらった。そのとき、すずしい風かぜが畑はたけをふきぬけてきた。あたしは目めをとじて、その風かぜを受うけとめる。

「ん～、気き持もちいい風かぜ～。」

　目めを開あけると、リョウマ君くんと目めが合あった。

「どう？　〝スカッと〟したか？」

「うん。〝スカ～～～ッと〟した。」

　めいっぱい手てを広ひろげて答こたえる。

「なら、よかった。」

　リョウマ君くんはあたしを見みて、ほほえんだ。急きゅうに照てれくさくなって、

「あの……、きょうはありがとう。」

　お礼れいを言いった。

「いや～、おれのほうこそ、助たすかったぜ。きょうじゅうに終おわらなかったら、じいちゃんからバイト代だい、もらえないとこだったよ。」

　リョウマ君くんは笑わらって答こたえる。

「え～!?　バイトだったの!?」

　ほんとか、うそかはわからないけれど、リョウマ君くんやミミズのおかげで、あたしの気き持もちはようやく〝スカ～～～ッと〟できた。

　これでティナちゃんとも、明あ日すからはいつもどおりに笑わらって会あえそうだ。
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7　ケンカ







「ティナちゃん、おはよ～。」

　月げつ曜よう日びの朝あさ、いつものようにコンビニの前まえで待まち合あわせをしているティナちゃんに、明あかるく声こえをかけた。

「おはよう、ハナビ。」

　ティナちゃんがふりむき、にっこりほほえむ。まぶしいくらいの笑え顔がおだ。

「ティナちゃん、幸しあわせオーラがすごいよ。さてはカイト君くんとなにかあった？　ねえ、ねえ、きのうはどうだったの!?」

　あたしはティナちゃんにたずねる。

「え～、べつに、ただ映えい画がをみて、ちょっとカフェに入はいって、それだけよ。」

「ほんとに～？　じゃあ、なんで、そんなに顔かおが赤あかいの!?」

　ほおをそめるティナちゃんの顔かおをのぞきこむ。

「え～、とくに進しん展てんはないわよ。けど……。」

「けど～？」

「今こん度どは、ちがう映えい画がをいっしょに、みに行いこうって。」

「わ～、順じゅん調ちょうだね～。このまま、二人ふたりはつきあっちゃったりして。」

　あたしがウキウキして言いうと、ティナちゃんは、はずかしそうに顔かおをそらす。

「そんなんじゃないったら。カイト君くんにとっても、映えい画が仲なか間まができたって程てい度どよ！」

「またまた～。」

　顔かおを赤あかくして、ムキになっているティナちゃんをひじでつついた。こんなふうに無む邪じゃ気きに、ティナちゃんとおしゃべりができるのがうれしい。きのう〝スカ～～～ッと〟できなかったら、こんな気き持もちにはなれなかったはず。

「ところで、ハナビ、昨日きのうはなにしてた？　まったくＬＩＮＥラインがこないし、ほんとうに勉べん強きょうなんてしてたの？」

「ひとりで勉べん強きょうなんてするわけないよ。きのうはね、リョウマ君くんちの畑はたけで、トウモロコシの苗なえ植うえをしたの！　トマトとかナスとかも植うえてね……。」

「え～、せっかくの日にち曜ようなのに、わざわざ畑はたけ仕し事ごと？　ゆっくり、休やすめばいいのに。」

　思おもいのほか、ティナちゃんがおどろく。

「あっ、うん。でも、すごく楽たのしかったよ。景け色しきもよくて、気き分ぶんもリフレッシュできて。あたしも最さい初しょは、『え～畑はたけ仕し事ごと？』って、いやだったんだけど、とちゅうからおもしろくなって。今こん度ど、いっしょに行いこうよ。」

「でも、日ひ焼やけしそうだから、撮さつ影えいが終おわるまでは行いけないな。それよりさあ、きのうはリョウマ君くんと二人ふたりっきりだったの？」

　ティナちゃんの目めつきがするどくなる。

「えっ？　うん、そうだけど……。それがどうかした？」

「なんだか、二人ふたりって仲なかがいいわよねー。もしかして、ハナビはリョウマ君くんのこと、好すきになってたりして!?」

　思おもわぬ意い見けんにおどろく。

「そっ、そんなことないよ！　これだけ、しょっちゅう会あっていれば、仲なかよくもなるよ。それに、リョウマ君くんはだれとでも仲なかがいいでしょ？」

　あわてて否ひ定ていしたけれど、ティナちゃんはまだ納なっ得とくがいかなそうな顔かおで見みている。

「まあ、そうだけど、わたしはリョウマ君くんと二人ふたりきりで、どこかへ行いったことなんかないし。ハナビにはヤマト君くんがいるんじゃないの？」

　えっ？　なに？　あたしはティナちゃんに、もっと畑はたけの話はなしを聞きいてほしかったのに、なんか話はなしがへんな方ほう向こうに行いってない？

「うん。えっと……、そういえば、土ど曜よう日びの撮さつ影えいで、ずっと気きになってたんだけどね。キヨシとの追おいかけっこのシーンで、最さい後ごのティナちゃんのドヤ顔がおは、ティナちゃんのアイディア？　あの場ば面めん、すっごくおかしくて、笑わらっちゃった。」

　あたしはむりやりティナちゃんの話わ題だいに変かえた。

「ああ、あれはリツさんに『よゆうの表ひょう情じょうをして。』ってたのまれて、やってみただけなんだけど。きのう、カイト君くんにも言いわれた。わたし、そんなにひどい顔かおをしてたの？」

　ティナちゃんの声こえのトーンが明あかるくなる。ほっとして、胸むねをなでおろす。

　校こう門もんをすぎて、体たい育いく館かんの前まえをとおりかかったとき、

「あっ、ティナっ！」

　バレー部ぶの朝あさ練れんを終おえたミツキちゃんが、体たい育いく館かんから出でてくるなり、大おおきな声こえでよび止とめた。

「おっはよ～。」

　あいさつしながらこちらまで走はしってくると、ティナちゃんのうでにしがみつく。

「テンション、高たかっ。」

　ティナちゃんは、なれた様よう子すで、ミツキちゃんを引ひきずるように歩あるく。

「運うん動どうして、ハイになってるからね～。あっ、ハナビちゃんも、おはよ～。」

　ミツキちゃんはにっこり笑わらって、あたしを見みた。

「おはようっ！」

「あっ、ティナ、ミツキ、おはよ～。」

　あたしの声こえとかさなるように、エミリちゃんが二人ふたりに声こえをかけた。まわりにいた三組くみの男だん子しも、ティナちゃんたちに声こえをかける。

　あたしが一組くみの下げ駄た箱ばこの前まえで、上うわばきにはきかえているあいだに、ティナちゃんのまわりには、クラスメイトがたくさん集あつまっていた。

　ティナちゃんが楽たのしそうにしていて、うれしいはずなのに、どうしてだろう？　胸むねがぎゅっと苦くるしい……。




　三時じ間かん目めの体たい育いくの授じゅ業ぎょうでは、五月がつの体たい育いく祭さいに向むけた練れん習しゅうがはじまった。

　授じゅ業ぎょうが終おわると、いつものように美み和わがあたしを待まっていて、教きょう室しつまで歩あるくあいだじゅう、不ふ満まんを発はっ散さんさせる。

「イチノン、ぜったいに、自じ分ぶんのクラスだけヒイキしてる！　うちらの練れん習しゅうなんて、ちょーテキトーじゃん。あれ、ぜったいに、三組くみだけ猛もう練れん習しゅうさせて、自じ分ぶんのクラスを勝かたせる気きだよ。」

「そうなんだ。」

　あいかわらず文もん句くばかり言いう美み和わに、あたしもすっかりなれてしまい、てきとうに会かい話わを合あわせる。

　体たい育いく祭さいは、全ぜん学がく年ねんを縦たて割わりにしたクラス対たい抗こう戦せんだ。三組くみに対たい抗こう意い識しきを持もっている美み和わは、最さい近きんこの話はなしばかりだ。

「っていうか、うちのクラス、運うん動どう部ぶ員いんがいるにはいるけど、それ以い上じょうにインドア派はばっかじゃん。黒くろ沢さわさんだって帰き宅たく部ぶだしさ～。あ～あ、クラスわけの時じ点てんで、今こ年としの体たい育いく祭さいは三組くみの優ゆう勝しょうできまり。もう、やる意い味みないよ。むだ、むだ。」

「なんか、ごめん。」

　確かく実じつに足あしを引ひっぱると見みこして、あたしはインドア派は代だい表ひょうとしてあやまった。

「いいよ、いいよ。黒くろ沢さわさんには、はなから期き待たいしてないし。っていうかさ～、帰き宅たく部ぶって、学がっ校こうが終おわったら、ただ帰かえるだけでしょ？　いつもなにをしてんの？　ひまじゃない？」

　あわれむように、美み和わがあたしを見みる。

「あっ、えっと、いちおう、叔お母ばさんのカフェの手て伝つだいとか……？　してるよ。」

「ええっ!?　アルバイトしてんの!?」

「ううん、アルバイトじゃなくて、お手て伝つだい。叔お母ばさんがイラストレーターなんだけど、そっちでいそがしいときは、お店みせを手て伝つだったり、ケーキ作づくりをいっしょにやったり……。」

「えっ？　叔お母ばさん、イラストレーターなの!?」

　美み和わが、せまるように聞きいてくる。

「うん。」

「へ～、イラストレーターでカフェもやってるって、オシャレそ～。」

「そっ、そう？」

　思おもわぬ美み和わの反はん応のうに、少すこしおどろいた。

「わたし、オシャレなカフェとか好すきで、高こう校こう生せいになったら、そういうお店みせでアルバイト、したいんだ～。」

　口くちを開ひらけば、不ふ満まんや愚ぐ痴ちしか出でてこない美み和わが、そんなことを思おもっていたなんて、知しらなかった。

「いいね。吉よし本もとさん、似に合あいそう。」

「じつはさ、〝ラテアート〟（エスプレッソの上うえに牛ぎゅう乳にゅうのあわで模も様ようを描かく）の動どう画がとか、ＹｏｕユーＴチｕュｂーｅブでいつもみてたりして～。」

「そうなの!?　うちの叔お母ばさん、それ、すごく得とく意いだよ。」

「マジっ!?　今こん度ど、行いっていい……？」

「ハナビっ！」

　とつぜん、会かい話わをさえぎって、だれかがあたしをよんだ。

　見みあげると、階かい段だんの上うえに、体たい操そう服ふく姿すがたのティナちゃんやヤヤコ、ミツキちゃんたちが立たっていた。

　ティナちゃんはあたしのとなりにいる美み和わを見みて、すっと目めをとんがらせた。ヤヤコは美み和わを見みもしない。

「ねえ、ハナビ。きょうは塾じゅくに行いく前まえに、お弁べん当とうを買かっていきたいから。早はやめにいっしょに帰かえろう。ねっ？」

　ティナちゃんは念ねんをおすように言いうと、ヤヤコたちと階かい段だんをぞろぞろとおりていった。

　さっきはあれだけ文もん句くを言いっていた美み和わだけど、なにも言いわずにツンッとあごを上あげて、階かい段だんを上あがって行いってしまった。

　放ほう課か後ごになって、ティナちゃんが教きょう室しつまでむかえにきた。きょうはミツキちゃんが部ぶ活かつでいないので、二人ふたりだけだ。少すこしほっとするけれど、ティナちゃんと二人ふたりだけでも、今いまは少すこし緊きん張ちょうする。

「ねえ、ハナビ。最さい近きん、やたら美み和わといっしょにいるわよね？」

　校こう門もんを出でたあたりで、ティナちゃんがおもむろに話はなしだした。

「あっ、うん。」

「美み和わがつきまとってくるんだと思おもうけど、イヤな思おもい、させられてない？」

　ティナちゃんがお姉ねえさんみたいにたずねる。

「うん……。でも、べつにいじめられてるわけじゃないよ。それに、美み和わも、今いまはひとりぼっちだし、さびしいから近ちかづいてくるだけで、ぜんぜん、仲なかがいいわけじゃないし。」

「ほら、いいように利り用ようされているじゃない。あいつは自じ分ぶんに都つ合ごうのいい相あい手てに取とり入いって、うらでこそこそ悪わる口くちを言いうやつよ。ヤヤコがどんな目めにあわされたか、ハナビだって知しってるでしょ!?　それに、この前まえだって……。」

　ティナちゃんはあたしから目めをそらせ、言こと葉ばをつまらせる。

「この前まえだって？　なに？　いいよ、言いって。」

「美み和わがうちのクラスで、バスケ部ぶの子こに、ハナビのことを『〝あんなやつ〟と仲なかがいいはずないじゃん。』って、さんざん言いってたの。あいつはそういうやつなのよ。」

　目めをつりあげて、ティナちゃんが答こたえた。

「そうだろうなって気きはしてた……。」

　強つよがりじゃなく、あたしもそれは感かんづいていた。

　直ちょく接せつは聞きいたわけじゃないけれど、昼ひる休やすみに、さっさとでかけていく美み和わの態たい度どを見みていれば、なんとなくわかる。

「だったら、なんでそんなやつといっしょにいるのよ？」

　線せん路ろわきの道みちで、ティナちゃんが立たちどまって、あたしを見みた。

「べつに、いっしょにいたくて、いるわけじゃないよ……。」

　ティナちゃんの追つい及きゅうするような目めから、あたしは視し線せんをそらせた。

　自じ分ぶんでもわかってる。ほんとうは、ひとりでいるのがさびしいからだ。だけどそんなこと、ティナちゃんには言いえない。言いっても、きっとわかってもらえない。

「それに、美み和わだって、たしかに悪わる口くちは多おおいけど、根ねっから悪わるいやつじゃないよ。文もん句くは多おおいけど、それだけさびしいんだと思おもう。」

　あたしも、美み和わの気き持もちはよくわかる。

「はぁ～。」

　ティナちゃんは大おおきくため息いきをはくと、

「あの美み和わでも、よく見みえちゃうってわけ？　結けっ局きょく、ハナビはいっしょにいてくれれば、だれでもいいんだ。」

　あきれた顔かおで、あたしを見みた。カッと頭あたまに血ちがのぼる。

「だれでもって……、だれでもいいわけないじゃんっ！」

　とおりすぎる電でん車しゃの音おととともに、あたしはさけんだ。

「いっしょにいてくれれば、だれでもいいだなんて、ティナちゃんに言いわれたくない。ひどいよっ。」

　胸むねが苦くるしくてあつい。これまで必ひっ死しにおさえて、こらえてきた想おもいがつきあげてくる。声こえがふるえる。

「ちょっと、急きゅうになに？　ひどいって、どこが？　わたしは、ハナビが美み和わに利り用ようされてるのが心しん配ぱいだから忠ちゅう告こくしてるのに、それのどこがひどいって言いうわけ？　なんでわたしが、せめられなきゃいけないのよ？」

　ティナちゃんはうでをくんでかまえ、あたしをにらんだ。その目めに、あたしはたじろぐ。

「べつにせめてるわけじゃないよ。ただ、新しん学がっ期きになってから、あたしはずっと苦くるしかった。あたしだけ一組くみで、ほんとうはすっごくさみしかったよ。でも、ティナちゃんがいるからだいじょうぶって、がんばろうって思おもってた。

　だけどティナちゃん、新あたらしいクラスになって、友ともだちがたくさんできて、クラスの人にん気き者ものになって、あたしのことなんて、どうでもよくなっちゃったみたいだった。」

　素す直なおに思おもったことを伝つたえたけれど、ティナちゃんのおこった表ひょう情じょうは変かわらない。

「まったく、身みに覚おぼえがないんですけど。いつも昼ひる休やすみ、会あってたでしょ？　どうでもいいなんて、思おもってないし。」

「それだけじゃないっ。この前まえの撮さつ影えいのときだって、『カイト君くん、カイト君くん。』って、あたしがいる意い味みあったのかな？」

　あのときのさみしさが胸むねをよぎって、言こと葉ばがつまる。

「だったら、それはハナビだって、おんなじでしょ!?

『ヤマト君くん、ヤマト君くん。』って、ず～～っと、聞きかされてきたのは、こっちよ！

　わたしがリツさんに失しつ恋れんしたときだって、ハナビにはちゃんとヤマト君くんがいた。

　それに、なにかあると、すぐリョウマ君くんが助たすけてくれて。それでなにが不ふ満まんなの？」

　反はん撃げきするように、ティナちゃんが一歩ぽ前まえに出でる。あたしはそのいきおいにおされ、あとずさりする。

「だいたい、わたしがクラスの人にん気き者ものって、まわりが勝かっ手てにさわいでるだけよ。わたしはなにも変かわってないし。

　今いままでずっとわたしが〝ぼっち〟だったのも、いじめられていたのも、ハナビがいちばん知しってるでしょ？」

「だけど、ヤヤコたちにいじめられて、〝ぼっち〟だったあたしとはちがうよ。

　みんなは、ほんとはあこがれてたよ。かべを作つくってたのはティナちゃんのほうだった！

　新あたらしいクラスになったとたん、友ともだちがいっぱいできて、ファンの子こまでいて、ぜんぜんちがうよ。

　ティナちゃんの〝ぼっち〟と、あたしの〝ぼっち〟は、ぜんぜん、ちがうよ。」

　あたしは思おもわず、自じ分ぶんの太ふとももをグーでたたいた。

　くやしい……。

　なにを言いっても、ぜんぜんちがうふうに取とられる。

　言いいたいことがまったく伝つたわらない。どうしてわかってくれないの？

　言いえば言いうだけ、話はなしがこじれていく。

　目めの前まえにいるティナちゃんが、どんどん遠とおくなる。

　悲かなしいよ、ティナちゃん……。

「あたしはただ、ティナちゃんが遠とおい存そん在ざいになっちゃうのがいやだっただけ。」

　涙なみだをこらえて、想おもいをふりしぼるように言いった。お願ねがい、伝つたわって……。

「ああっ、もうっ！　なんでそうなるのよ！」

　ティナちゃんはさけぶように言いいすて、塾じゅくがある駅えきとは反はん対たいのほうへ歩あるいていった。
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8　元げん気きアピール







　その日ひ、あたしは塾じゅくをサボった。

　帰かえりの道みちは、どこをどう歩あるいたのか覚おぼえていない。家いえに入はいると、キッチンからおいしそうなにおいがしていて、愛あい子こさんが顔かおをのぞかせた。

「あら？　ハナビ、おかえり。どうしたの？　きょうは塾じゅくの日ひよね？」

「あっ、ちょっと、きょうはお休やすみしちゃった……。」

「なにかあったの？」

「ううん。べつに、たいしたことじゃあ……。ちょっと、気き分ぶんが悪わるくて……。」

　心しん配ぱいそうな愛あい子こさんと目めが合あったとたん、思おもわず涙なみだ声ごえになる。

「だいじょうぶ？」

「うん、ちょっと横よこになれば、だいじょうぶ。ごめん。きょうは、ごはんはいらないから。」

　あたしはその場ばからにげるように二階かいへかけ上あがり、自じ分ぶんの部へ屋やのドアをしめた。こらえていた涙なみだがあふれてくる。

　ふとんを引ひっぱり出だして、制せい服ふくのまま、中なかにもぐりこんだ。

　どうして、こんなことになっちゃったんだろう？　なにがいけなかったんだろう……？　悲かなしくて、苦くるしくて、涙なみだが止とまらない。

　ふとんの中なかにうずくまって、目めをとじると、ティナちゃんのおこっている顔かおばかりがうかんでくる。ティナちゃんって、どんな顔かおで笑わらっていたっけ？

　もう二に度どと、あたしの前まえで笑わらってくれないかもしれない……。




　翌よく朝あさ、ふとんからはい上あがると、自じ分ぶんが制せい服ふくを着きたままねちゃっていたことに気きづいた。

　涙なみだでほおにくっついた髪かみの毛けをペリッとはがし、ふとんのわきにほうり出だされたバッグから、スマホを取とり出だす。ティナちゃんからのＬＩＮＥラインはやっぱりきていない。

　学がっ校こうに行いきたくない。このままねつづけて、休やすんでしまいたい。だけど、もしかしたら、ティナちゃんは家いえに帰かえって、おふろに入はいっているあいだに、気き持もちが落おち着ついたかもしれない。

　まぶしい朝あさ日ひの中なかにいるせいか、きのうよりも、わずかながら可か能のう性せいを感かんじる。行いってみよう。気きは重おもいけれど、足あしをふんばって、起おき上あがった。

　愛あい子こさんはきのうの夜よるは、仕し事ごとで徹てつ夜やだったみたいで、夕ゆう飯はんの残のこりのキッシュの皿さらの横よこに、『気き分ぶんはどう？　朝あさはしっかり食たべて、行いってらっしゃい！』と書かかれたメモが置おいてあった。

　食しょく欲よくなんて出でないって思おもったけれど、気き持もちに反はんして、お腹なかはすっかりすいていたらしく、ホウレンソウがたっぷり入はいったキッシュを食たべて、家いえを出でた。

　電でん車しゃをおりて、待まち合あわせのコンビニに近ちかよる。あたしは思おもわずうつむいた。ティナちゃんがもしかしたら待まっていてくれるかもしれない。かすかな期き待たいをこめて、ドキドキしながら顔かおを上あげた。

　けれど、そこにティナちゃんの姿すがたはなかった。そうだよね、いないよね。ちょっとでも期き待たいしたあたしがバカだった。

　学がっ校こうに着ついて、三組くみの下げ駄た箱ばこの前まえをとおり、チラッとティナちゃんの上うわばきがあるか確かく認にんすると、くつが入はいっていた。あたしに会あわないように早はやく来きたんだ。

　ティナちゃんが学がっ校こうにいる──あたりまえのことだけど、なぜか緊きん張ちょうしてくる。

　一時じ間かん目めが終おわり、いつものように美み和わがあたしのところへやってきた。

「黒くろ沢さわさん、きょう、顔かおがやば～い。目めがはれて、大たい変へんなことになってるよ？」

　美み和わの言こと葉ばに、ちょっとムッとする。泣なきながらねたから顔かおがはれた、なんて言いいたくはないし、『〝あんなやつ〟と仲なかいいはずないじゃん。』──きのうティナちゃんから聞きいた美み和わのセリフが、頭あたまをよぎる。

　ちょっときつく言いいかえそうとしたけれど、先さきに美み和わがあたしにたずねた。

「だいじょうぶ？　冷ひやしたほうがいいんじゃない？」

「だっ、だいじょうぶ。ちょっと寝ね不ぶ足そくなだけだから。顔かお、あらってくるね。」

　とっさに笑え顔がおを作つくり、立たち上あがった。

　ろうかへ出でると、向むこうから三組くみの集しゅう団だんが歩あるいてくるのが見みえた。あたしはあわてて教きょう室しつのドアの後うしろにかくれる。

　さっき、いっしゅん、背せの高たかいミツキちゃんとティナちゃんが見みえた。少すこしして、ミツキちゃんのよくとおる声こえと、ティナちゃんの明あかるい笑わらい声ごえが教きょう室しつの前まえをとおりすぎていった。

　えっ？　めちゃくちゃ楽たのしそう……。あんなことがあったのに？　こっちはこんなに落おちこんでいるのに？　あたしは泣なきじゃくったせいで、こんな顔かおにまでなっているのに？

　ティナちゃんにとっては、なかったことになっているの……？

　ええっ!?　もう、ショックをとおりこして、腹はらがたってきた。はいはい、そういうことですかっ！

　ティナちゃんがそうくるのなら、あたしだって落おちこんでなんかいられない。トイレで顔かおをじゃぶじゃぶとあらって教きょう室しつへもどると、あたしはレシピブックをつくえの上うえに出だし、明日あしたの『夜よるカフェ　中ちゅう学がく生せいナイト』のメニューを考かんがえはじめた。




　帰かえりのホームルームが終おわると、あたしはいそいで学がっ校こうを出でた。バッグの底そこにしまってあったスマホを取とり出だし、『夜よるカフェ』のグループＬＩＮＥラインにメッセージを送おくる。

『みなさ～ん！　明日あしたは新しん学がっ期き一回かい目めの「中ちゅう学がく生せいナイト」です～！　メニューは、なにかリクエストありますか!?　あたしのリクエストはスパゲッティナポリタンかな～!!　参さん加か、不ふ参さん加かの連れん絡らくもきょうじゅうにお願ねがいしま～す！』

　送おくってすぐに既き読どくがついた。だれかなと思おもった瞬しゅん間かん、カレンちゃんから『ナポリタンに一票ぴょう！』と、パンダが飛とびはねているスタンプつきで返へん信しんがきた。

　このＬＩＮＥライングループは今いまのメンバー用ように新あたらしく作つくったもので、卒そつ業ぎょう生せいのコウヘイ君くんとアヤメちゃんがぬけ、新あらたにミウちゃんとヤヤコがくわわった、ぜんぶで七人にんのメンバーだ。

　時じ間かんはバラバラだけど、その日ひの夜よるまでのあいだに、５と既き読どくがつき、ティナちゃん以い外がいの全ぜん員いんから返へん信しんがきた。メニューはスパゲッティナポリタンで決けっ定てい。リョウマ君くんからは、五月がつの体たい育いく祭さいで応おう援えん団だんをやることになり、練れん習しゅうのために欠けっ席せきするという連れん絡らくがきた。

　既き読どくが五人にんということは、ひとり分ぶんの既き読どくがついていない。返へん信しんがないティナちゃんは、ＬＩＮＥラインを読よんでさえいないことがわかる。ふだんはあまり返へん信しんをくれないミウちゃんだって、スタンプを返かえしてくれているのに。




　翌よく日じつ、『夜よるカフェ』の当とう日じつになっても、ティナちゃんからの返へん信しんはない。けれど、既き読どくは６になったので、〝既き読どくスルー〟ってやつだ。

　あ～あ、ティナちゃんのひとつひとつの行こう動どうに、敏びん感かんになってしまっている。

　放ほう課か後ご、あたしは日にっ直ちょくの仕し事ごとを終おえて、昇しょう降こう口ぐちへいそいだ。『夜よるカフェ』の食しょく材ざいを買かい出だしに行いかないといけない。いつもはティナちゃんと二人ふたりで行いっていたけれど、きょうはあたしひとりだ。

「ね～、ティナもいっしょに行いこうよ～。」

　ふいに、ミツキちゃんの声こえが聞きこえた。見みると、ティナちゃんとミツキちゃん、三組くみの男だん子しがいっしょに下げ駄た箱ばこの前まえで、おしゃべりをしている。

　大おおきな声こえなので、会かい話わが丸まる聞ぎこえだ。聞ききたくはないけれど、耳みみに入はいってきた情じょう報ほうによると、このあと、みんなでカラオケに行いこうという相そう談だんだった。

　顔かおを合あわせたくなかったけれど、帰かえるにはこの出で口ぐちしかない。あたしが近ちかよると、チラッと、ティナちゃんがあたしを見みた気きがした。けれどあたしは視し線せんをそらせ、声こえをかけずに前まえをとおりすぎた。

「いいね。カラオケ、わたしも行いきた～い。」

　ティナちゃんの声こえが聞きこえた。ええっ？　カラオケ？　きょうは『夜よるカフェ』なのにっ？　『休やすむ』って連れん絡らくきてないんですけど？

『夜よるカフェ』まで、どうでもいいってこと？　もう、いいもん。カラオケでもどこでも、行いっちゃえばいい。

　家いえにいちど帰かえって、たりない食しょく材ざいを買かい出だしにでかけた。あたしひとりでもだいじょうぶ！　と、意い気きごんではいたけれど、まんまとピーマンを買かいわすれて、あわててもどった。

　買かい出だしから帰かえると、ナナミちゃんとカレンちゃん、それからミウちゃんが先さきに来きていた。めずらしい組くみ合あわせの三人にんだ。

「お待またせ～。買かい出だししてきました～！」

　あたしは声こえをはりあげる。

「ハナビちゃん！　すっごく待まってたよ！」

　カレンちゃんはうれしそうにかけよってくると、あたしの耳みみもとで小こ声ごえで言いった。

「ね、このあいだミウちゃんに勉べん強きょうを教おしえてあげてってＬＩＮＥラインくれたけど、あの話はなし、やらなくちゃダメ？」

「いやなの？」

「そういうわけじゃないけど、ミウちゃんはまだ、ちょっとこわくって……。もう少すこしなれてからなら……。」

　カレンちゃんは寒さむ気けがするみたいに肩かたをゆする。

「うん。ムリしなくていいから。」

　あたしは安あん心しんさせるように、カレンちゃんに笑わらいかける。

「そういえば、きょうはハナビちゃん、ひとり？　あの～、ティナちゃんは？」

「あっ、ティナちゃんはお休やすみ。なんか、さっきぐうぜん耳みみにしたんだけど、クラスの友ともだちとカラオケに行いくみたい。あれ!?　ミウちゃんが制せい服ふくを着きてる!?」

　あたしはカレンちゃんから視し線せんをそらせ、ソファ席せきにすわっているミウちゃんに声こえをかけた。

「まあね。悪わるい？」

　ミウちゃんはスマホをいじりながら答こたえる。

「学がっ校こう、行いくようになったんだ！」

「はあ？　もともと、行いってはいたし。」

「その制せい服ふくって、本ほん物もの!?」

　カレンちゃんもミウちゃんの制せい服ふくが気きになっていたようで、興きょう味み津しん々しんに聞きく。

「コスプレじゃねえし。ったく、制せい服ふくのことはどうでもいいから、早はやく指し示じ、出だせって！」

　ミウちゃんは立たち上あがって、みんなの注ちゅう目もくを蹴け散ちらすようにギロッとにらんだ。

「はっ、はいっ！　じゃ、じゃあ、ミウちゃんにはピーマンを切きってもらおうかな。」

　あたしたちはあわててキッチンに入はいり、ナポリタン作づくりにとりかかった。それぞれが担たん当とうする野や菜さいを切きりはじめたころ、カレンちゃんが口くちを開ひらいた。

「それにしても、ティナちゃんが連れん絡らくなしに、お休やすみなんて、めずらしいね～。ＬＩＮＥラインも既き読どくスルーだし……。」

「うん。そうだねー。」

　軽かるく受うけ流ながし、あたしはたまねぎを切きりつづける。みんなに心しん配ぱいをかけたくないから、なるべくこの話わ題だいはさけたい。

　カレンちゃんとナナミちゃんは、なにかへんな印いん象しょうを受うけたみたいで、二人ふたりで顔かおを見みあわせたけれど、なにも言いわずに野や菜さいを切きりつづける。タンタンと野や菜さいを切きる音おとだけが聞きこえるなか、

「ねえ、ティナとケンカでもした？」

　とつぜん、ミウちゃんがたずねる。

「えっ!?　あ、うん……。まあ、そんなところかな。」

　あたしが答こたえると、すぐさまカレンちゃんがふりかえった。

「やっぱり、そうだよね？　『夜よるカフェ』ＬＩＮＥラインでやりとりをしていても、ティナちゃんだけなにも反はん応のうないし、ハナビちゃんはやたらテンションが高たかいメッセージばかりだし。おまけに、きょうはカラオケで、お休やすみってさ～。おかしいと思おもってたんだよねえ。」

　カレンちゃんが包ほう丁ちょうを持もったまま、あたしにせまってくる。

「あっ、うん。べつにかくすつもりはなかったけれど、たいしたことじゃないし。あえて言いわなくてもな～って思おもって。カレンちゃん、包ほう丁ちょうがこわいよ。」

　キッチンのすみにまで追おいこまれながら答こたえる。

「もう、それならそうと、早はやく言いってくれればよかったのに～。いつでも相そう談だんにのるよ？」

　カレンちゃんはまゆを下さげ、心しん配ぱいそうな表ひょう情じょうになる。

「うっ、うん。」

「なんで、ケンカしちゃったの？」

　ナナミちゃんがたずねる。

「ああ、なんか、新しん学がっ期きになって、いろいろあってさ～。ほんと、どうってことないから。」

「そうだったんだ……。」

　あたしは笑わらいながら答こたえたけれど、ナナミちゃんは心しん配ぱいそうな顔かおをする。カレンちゃんが、ちょっとお姉ねえさんっぽく、うでをくんだ。

「ティナちゃんをおこらすと、こわいもんね～。わかるよ～。」

「ケンカなんて、よくやるよね。めんどくさいのに。」

　ミウちゃんが、手てについたピーマンの種たねをふりおとしながら、つぶやいた。

「めんどくさい？」

「めんどくさいよ。よけいな気きはつかう、仲なか直なおりするまで、むだに時じ間かんとエネルギー使つかう。てきとうに話はなしを合あわせておいたほうがずっと楽らく。」

「ええっ？　前まえにケンカをふっかけてきたミウちゃんが、それ、言いう!?」

　思おもわず、ミウちゃんにつっこむと、カレンちゃんものる。

「ウッソ～！　目めが合あった人ひとなら、全ぜん員いんにケンカを売うってそうな、ミウちゃんが!?」

　ミウちゃんはギロッとカレンちゃんをにらみ、あたしを見みる。

「ケンカを売うって、まともに買かった相あい手ては、あんたたちくらいだけどね。」

「まっ、まあね。ほんと、ここでは、このくらいの言いいあらそいは、よくあることだからね。〝夜よるカフェ定てい番ばん！〟みたいな感かんじ～。」

　あたしが笑わらいながら答こたえると、ミウちゃんは同どう情じょうするような目めをする。

「ほんと、よくやるよ。」

「たしかに、ケンカって、エネルギー使つかうよね～。それに、うまく解かい決けつできればいいけど、そのまま絶ぜっ交こうってこともありうるから、ふつうはやりたくはないよね。」

　カレンちゃんがまじめな顔かおで、あたしに近ちかよってくる。

「ぜっ、絶ぜっ交こう……。」

　その二ふた文も字じの言こと葉ばを口くちにして、思おもわずテンションが下さがる。

「だいじょうぶ！　二人ふたりをそんなことにはさせないから！　なんなら、わたしたちが、今いまからティナちゃんに会あいに行いって、説せっ得とくしてこようか!?」

　カレンちゃんはナナミちゃんに目めくばせして、すぐにでかけようとするみたいにエプロンのリボンをほどいた。

「い、今いまはまだ、だいじょうぶ！　少すこし、考かんがえる時じ間かんが必ひつ要ようなんだと思おもう。」

　とっさに、あたしはカレンちゃんの手てを両りょう手てでおさえた。

「そうなのかあ……。」

「じゃあ、もし、役やくに立たてそうなときは、言いってね。」

　カレンちゃんとならんで、ナナミちゃんが力ちから強づよく言いった。

「うん。二人ふたりとも、ありがとう。」

　二人ふたりの気き持もちが、心こころにじんわりしみこんだ。

　それからしばらくして、ナポリタンの具ぐをいためはじめたころ、ヤヤコがやってきた。

「あっ、ヤヤコ、待まってたよ！　きょうはリョウマ君くんは応おう援えん団だんの練れん習しゅうで来こられないし、ティナちゃんも休やすみだから、助たすかる！　パスタをゆではじめてくれる？」

　しきりなおすように、あたしは元げん気きよく声こえをかけた。

「んっ。」

　ヤヤコはいつものようにそっけなく答こたえ、手てをあらいに行いった。

　ナポリタンを食たべはじめてからも、ヤヤコはいっさい、ティナちゃんの話わ題だいにはふれなかった。

　みんなとのつきあいがいちばん浅あさいミウちゃんでさえ、ケンカのことには気きづいていたのに、ティナちゃんと同おなじクラスで、同おなじグループにいるヤヤコが、気きづいていないとは思おもえない。

　ティナちゃんの様よう子すを聞ききたい。だけど、あたしがケンカのことを気きにしているとか、落おちこんでいるとか思おもわれるのはいやだから、とくになにも言いわなかった。

　ティナちゃんがいない『夜よるカフェ』では、あたしのかわりに、カレンちゃんとナナミちゃんがたくさんしゃべった。

　二人ふたりがこわがっている、ヤヤコやミウちゃんにも、積せっ極きょく的てきに声こえをかける。

　いつもは口くち数かずが少すくないミウちゃんやヤヤコも、きょうはひとつひとつに返へん事じをした。なんとはなしに、みんなが心しん配ぱいしてくれているのがわかる。

　いつまでもあたしひとり、うじうじと落おちこんでいられない。それに、ティナちゃんはカラオケを楽たのしんでいるんだから、こっちだって、楽たのしまなきゃ！

「あっ、そうだ！　みんなでトランプをやらない!?　じつはね、この前まえの卒そつ業ぎょう旅りょ行こうで、めちゃくちゃもり上あがったの。だから、ここでもやりたいなって思おもって。」

　あたしが提てい案あんすると、負まけずぎらいのミウ＆ヤヤコのコンビがすぐにのった。

　それから『中ちゅう学がく生せいナイト』は〝大だい富ふ豪ごうナイト〟にかわり、『夜よるカフェ』が終おわるころまで、真しん剣けん勝しょう負ぶがえんえんと続つづいた。

　ナナミちゃんが意い外がいな勝しょう負ぶ強づよさを見みせ、ミウちゃんとヤヤコが本ほん気きでおどろいていたのは、見みていておもしろかった。ああ、ティナちゃんにも見みせたかったな……。

　カフェのかたづけを終おえて、みんなが帰かえっていったあと、カフェの電でん気きを消けそうとしたら、いすにヤヤコのスマホが置おいてあるのに気きがついた。あっ、わすれてる！

　あたしはすぐにスマホを持もって、外そとへかけだした。しばらく走はしったところで、ヤヤコもとちゅうで気きづいたのか、こちらへ向むかって走はしってくるのが見みえる。

「ヤヤコ～！　わすれ物もの～！」

　あたしはうでを上あげてスマホを見みせた。

「よかった！　サンキュ。」

　すごい速はやさで走はしってきたヤヤコが、うれしそうに受うけとる。

「とちゅうで気きづいてよかったね～。」

「マジ、助たすかったわ。」

「ほんとだね～！」

「…………」

　ヤヤコはポケットにスマホをしまい、あたしの顔かおをじっと見みる。

「えっと……、じゃあ、また明日あした、学がっ校こうでね！」

　気きまずくなり、あたしは笑え顔がおで手てをふって、引ひきかえそうと背せを向むけた。そのとき、

「聞きいたよ。ティナとケンカをしたんだって？」

　いちばん気きになっていたことを、ヤヤコから口くちにした。

「えっ!?　ティナちゃん、なにか言いってた？」

　思おもわずふりかえる。

「くわしくは聞きいてないけど、なんか、めっちゃおこってた。」

「そっ、そんなにっ？」

　やっぱり、まだおこっていたんだ。でも、なにを!?　あたし、そんなに悪わるいことした？

「まあ、おこったあとは、やたらテンションが高たかくて、ついていけなかったけどね。」

「ずいぶんと楽たのしそうだよねっ。アピールしているみたい。」

　あたしはちょっといやみをこめて言いった。

「元げん気きをアピールしてるのは、あんたもいっしょじゃん。ハナビのは見みていて、いたいたしい。似に合あってないから、やめれば？」

「そ、そんな。べつに、ムリにテンションを上あげてるわけじゃないもん。ほんとに、楽たのしいよ！」

　こちらの様よう子すが、ヤヤコの口くちからティナちゃんに伝つたわる可か能のう性せいがあるので、あたしはめいっぱい声こえをはりあげる。けれど、ヤヤコは目めを細ほそめてあたしを見みる。

「へえ～。」

　うっ、この顔かお……、見みやぶられている……。

「まっ、とにかく、スマホはありがと。またね。」

　ヤヤコはそのまま、走はしって家いえに帰かえっていった。





9　いちばんの友ともだち？







「ねえ、聞きいて！　今いま、部ぶ活かつの後こう輩はいに聞きいてきたんだけど、一年ねん生せいと二年ねん生せいの一組くみには、足あしが速はやい子こや、運うん動どう神しん経けいがいい子こが多おおいらしいの！

　うちのクラスはたいしたことないけど、下したの学がく年ねんのおかげで、体たい育いく祭さいの三組くみ優ゆう勝しょうは阻そ止しできるかもっ！」

　月げつ曜よう日び、美み和わが登とう校こうしてくるなり、うれしそうに報ほう告こくした。

　美み和わの三組くみに対たいする対たい抗こう意い識しきは、日ひに日ひに増ましていて、体たい育いく祭さいにまったく興きょう味みがなかったあたしでさえ、少すこしは気き合あいを入いれないと、と思おもいはじめている。

「すごいね。一、二年ねんのクラスまで調しらべているんだ。」

「あたりまえでしょ！　二組くみに負まけるのはいいけど、三組くみに負まけるのだけは、ぜったいにいや！　ヤヤコがますますつけあがるところなんて、見みたくもないっ。

　黒くろ沢さわさんもそうでしょ!?」

　美み和わはとうぜんのことのように言いってのけた。頭あたまの中なかで、優ゆう勝しょうトロフィーを持もってはしゃぐ、ティナちゃんやミツキちゃんたちの顔かおがうかぶ。うん。なんか、いやだ。

「たしかに、負まけたくないねっ。」

「でしょ!?　しっかりたのむよって、言いいたいところだけど……。」

　深ふかいため息いきをつき、美み和わはクラスの野や球きゅう部ぶの男だん子しのところへ、同おなじ報ほう告こくをしにいった。

『三組くみには負まけたくない。』って言いうけれど、ほんとはヤヤコに負まけたくないんだろう。

　早はやく直ちょく接せつヤヤコと話はなして、仲なか直なおりをしちゃえばいいじゃないって思おもう。でも、あたしとティナちゃんもいっしょだ。かんたんに仲なか直なおりなんてできない。

　ケンカをしてから、きょうでちょうど一週しゅう間かん。いまだに、二人ふたりで会かい話わもしていなければ、ＬＩＮＥラインもしていない。

『夜よるカフェ』グループＬＩＮＥラインでも、ティナちゃんはあいかわらず、既き読どくスルーの状じょう態たいだ。

　この状じょう態たいが続つづくのは、正しょう直じききついな。いつまでも意い地じを張はっていないで、あたしからあやまって、仲なか直なおりしちゃえば、楽らくになれるかもしれない……。

　あ～、いけない。すぐあやまってすませようとするのは、あたしのいけないくせだ。

　ヤマト君くんが、出で会あったころに『おまえは悪わるくない。』『だからもう、あやまるなよ。』って言いってくれた。そうだよね、ヤマト君くん。ただあやまるのは、なんの解かい決けつにもならないんだ。

　なにがいけなかったんだろう……？

　その理り由ゆうもわかっていないのに、ただあやまるのは、ちがうよね。




　そしてゴールデンウィーク直ちょく前ぜんの水すい曜よう日び、『夜よるカフェ　小しょう学がく生せいナイト』の日ひがやってきた。きょうは手て伝つだいのメンバーが、カレンちゃんとナナミちゃん、ヤヤコとあたしの四人にんだけ。

　人にん数ずうが少すくないので、メニューはシンプルにカレーライスだ。

「あれ？　ティナちゃんとリョウマ君くんは、きょうはお休やすみ？」

　いちばんのりでやってきたリサちゃんが、たずねる。

「うん。お友ともだちと用よう事じがあるみたいで、お休やすみなの。あっ、リサちゃん、そのヘアゴム、かわいいね！」

　あたしはリサちゃんの髪かみの毛けをたばねているヘアゴムを指ゆびさして、話はなしをティナちゃんからそらせた。

　ツインテールにしている結むすび目めに、ピンクと紫むらさきのフェルトの大おおきなポンポンが、ふたつずつついている。ポップなふんいきがすごくかわいい。

「これ、ハナビちゃんみたいに、自じ分ぶんで作つくってみたの。」

「自じ分ぶんで作つくったの!?　すっごくかわいいよ！」

「えへへ。」

　リサちゃんが照てれ笑わらいをうかべる。うん、だいじょうぶ。きょうも、ティナちゃんがいなくたって、楽たのしくできるっ！

　新しんメンバーのサワちゃんとコノミちゃんも、早はやい時じ間かんに、二人ふたりでそろってやってきた。

　同どう級きゅう生せいメンバーのリサちゃんとなっちゃんが、二人ふたりを同おなじテーブルにさそい、楽たのしそうにおしゃべりをはじめた。

「サワちゃんたち、お友ともだちができて、よかったね。」

　キッチンからその様よう子すをながめながら、ナナミちゃんが言いった。

「そうだね！　よしっ、あたし、サワちゃんたちのテーブルで、カレー食たべてこようっと。」

　あたしは四人にんがすわっているテーブルへ行いき、明あかるく声こえをかける。

「いれて～っ。」

「ど～ぞっ！」

　リサちゃんとなっちゃんが声こえをそろえて返へん事じをした。

「なんのお話はなしをしてるの？」

「『海うみの羅ら針しん盤ばん』。」

「ああ、あれか！　人にん気きだよね。たしか、リョウマ君くんも原げん作さくのマンガにハマってるよ。」

『海うみの羅ら針しん盤ばん』は今いま人にん気きのマンガで、アニメでも放ほう映えいされている。前まえにリョウマ君くんも『小しょう学がく生せいナイト』のときに、小しょう学がく生せいの男おとこの子こたちと、この話はなしでもり上あがっていたのを思おもい出だす。

「コノミちゃんとサワちゃんもみてるの？」

　あたしは二人ふたりにたずねると、そろってうなずき、サワちゃんが答こたえる。

「わたしは、たまにみてる。コノミは毎まい週しゅう、みてるよね？」

「うんっ！　アニメのほうがすすみがおそいから、マンガを読よんでいるなっちゃんから、先さきの話はなしを教おしえてもらっているの！」

　コノミちゃんがテーブルに身みを乗のり出だす。そのとなりで、サワちゃんが笑わらう。

「コノミはいちど気きになると、止とまらないからね。」

「そうなんだ！　あたしも聞ききたい。」

　なっちゃんは得とく意いげに、話はなしの続つづきを説せつ明めいしはじめた。あたしはアニメもマンガもわからないので、話はなしじたいはちんぷんかんぷんだ。

　けれど、なっちゃんの話はなしを聞きいて、おどろいたり、よろこんだりするコノミちゃんやリサちゃんの反はん応のうを見みているだけでも、十じゅう分ぶん楽たのしい。

　サワちゃんだけがあまり興きょう味みがないのか、少すこし冷れい静せいに話はなしを聞きいている。

「それでね、ゴータがまぼろしの都と市しの場ば所しょの手てがかりを見みつけるんだけど、そこは今いまの地ち球きゅう上じょうにない、八やっつ目めの海うみって書かかれていて……。そこで終おわっちゃったの。続つづきはまた次つぎの巻かんが発はつ売ばいされたらね～。」

　なっちゃんが話はなし終おえると、コノミちゃんがさけび声ごえをあげた。

「ええっ！　そんなあ！」

「そうでしょ!?　ここで終おわりって、ないよね～。」

　なっちゃんもくやしそうに言いう。

「コノミちゃん、ますます気きになって、ねむれなくなっちゃうね。」

　リサちゃんが笑わらうと、肩かたを落おとしたコノミちゃんは、残ざん念ねんそうにつぶやく。

「ほんとだよう。あと四か月げつも待またなきゃいけないなんて、地じ獄ごくだよ……。」

「わたし、トイレに行いきたい！　コノミもいっしょに行いこ。」

　とつぜん、サワちゃんが立たち上あがって、声こえをかけた。

「えっ？　わたしは今いまはいい。」

「ええっ!?　マンガの話はなしが終おわるまで待まってたんだから。いいから、行いこっ。」

　サワちゃんがもういちどさそうと、コノミちゃんはしぶしぶ立たち上あがった。

「わかった。」

　二人ふたりがトイレへ行いくのを、リサちゃんもなっちゃんもふしぎそうに見み送おくる。

　その様よう子すが気きになって、しばらく見みていると、洗せん面めん所じょで、二人ふたりがなにか話はなしているのが見みえた。

　なにを話はなしているんだろう……？　サワちゃんが一いっ方ぽう的てきに話はなしているみたいだ。

　しばらくして、二人ふたりがもどってくると、サワちゃんは何なに事ごともなかったかのように、お皿さらに残のこっていたカレーを食たべはじめた。

　ちょっとだけ気きまずいふんいきを変かえようとしたのか、リサちゃんが二人ふたりに『おかわりがあるから行いこう。』とさそった。

　コノミちゃんは瞬しゅん間かん、うれしそうな顔かおをしたが、『やっぱりいらない。』とことわった。そのとき、

「あっ！」

　コノミちゃんが手てをすべらせ、麦むぎ茶ちゃが入はいったポットをたおした。テーブルをつたって、コノミちゃんが着きていたパーカーやスカートにまで、麦むぎ茶ちゃがバシャッとかかる。

「だいじょうぶ!?　びしょびしょじゃん。」

　サワちゃんがすぐにハンカチを取とり出だし、ぬれたパーカーをふきはじめた。リサちゃんたちといっしょにあたしもおしぼりを手てに取とり、テーブルの上うえや床ゆかをふく。

　大たい量りょうにこぼれた麦むぎ茶ちゃで、サワちゃんのハンカチはすでにびっしょりだ。

「ごめんなさいっ。サワちゃんも、ごめんね、ハンカチが……。」

　ふいてもらっているコノミちゃんが、しょんぼりとあやまると、サワちゃんは心しん配ぱいそうに答こたえる。

「ハンカチなんて、いいよっ。それより、スカートまでぬれちゃってるじゃん。」

「コノミちゃん、ぬれたままだと、かぜをひいちゃうから、着きがえたほうがいいかも。あたしのスカートでよければ、それをはいてもらって、そのあいだに、コノミちゃんの洋よう服ふくをかわかしちゃうのはどうかな？」

　あたしはコノミちゃんにたずねた。

「いいの？」

「もちろん。じゃあ、いっしょに来きてもらっても、いい？」

　あとのかたづけをほかのみんなにまかせ、あたしはコノミちゃんといっしょに、自じ宅たくのリビングへ行いった。

「そこにすわって、ちょっと待まっていてね。着きがえを取とってくるから。」

　声こえをかけると、コノミちゃんは、しょんぼりとソファにすわった。

「ごめんなさい……。」

「こぼしちゃったことなんて、気きにしないで。カレーじゃなくてよかったよ。麦むぎ茶ちゃなら、すぐにあらえば、落おちるから。」

「うん。ありがとう。」

　コノミちゃんはうなずいた。けれどその表ひょう情じょうは、暗くらいままだ。

「どうしたの？　なにか、いやなことでもあった？」

　あたしはとなりにすわって、たずねる。じつは少すこし気きになることがあった。
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「そういえば、さっきサワちゃんとトイレに行いったときから、コノミちゃんは、ちょっと元げん気きがなくなった気きがして、どうしたのかなって思おもっていたの。」

「うん……。なんか、つかれちゃって。」

　コノミちゃんはため息いきをつく。

「つかれた？」

「うん。サワちゃんが『あんまり、はしゃいじゃダメ。』って。わたしがリサちゃんたちと仲なかよくするのが、いやみたい……。」

　コノミちゃんは、ぼそぼそと答こたえる。

「そうなの？　でも、それはちょっとむずかしいお願ねがいだね。サワちゃんだって、いっしょにみんなで仲なかよくなったほうが、ずっと楽たのしいのに。」

「そうなの。サワちゃんとも友ともだちだけど、ほかの子こともいっしょに遊あそびたい。でも、学がっ校こうで、わたしがほかのお友ともだちと仲なかよくしゃべっていると、必かならず言いわれるの。」

「そうだったんだ……。」

「わたしが楽たのしくなればなるほど、サワちゃんがおこっちゃう。」

　そういえば、前ぜん回かいの『小しょう学がく生せいナイト』でも、帰かえりぎわに、コノミちゃんがリサちゃんたちとしゃべっていると、サワちゃんは少すこしきつめの口く調ちょうで、コノミちゃんをよんでいた。

「そっかあ。たしかに、それはちょっとつらいねえ……。」

　あれ……、ちょっと待まって……？

　あたしは思おもわず、首くびをかしげる。コノミちゃんが楽たのしくなればなるほど、サワちゃんがおこっちゃうって……、もしかして、あたしも同おなじ……？

「ハナビちゃん？」

　コノミちゃんがあたしの顔かおをのぞく。

「あっ、ごめん。なんでもない。うん。やっぱり、少すこしずつでも、サワちゃんもいっしょに、リサちゃんたちと楽たのしくおしゃべりできるようになりたいねっ！」

「うんっ。」

　コノミちゃんは明あかるくうなずいた。

　着きがえが終おわって、コノミちゃんがカフェへもどったあと、あたしは自じ宅たくの洗せん面めん所じょで麦むぎ茶ちゃでぬれたパーカーとスカートをあらい、乾かん燥そう機きにかけた。

　サワちゃんたちがいる席せきへもどると、今こん度どは四人にんで運うん動どう会かいの話はなしをしていた。

　意い識しきしてみると、たしかにサワちゃんはいつも、コノミちゃんのことを気きにしている。自じ分ぶんのことを話はなすときはいつもコノミちゃんの話はなしもして、コノミちゃんがサワちゃんのことを話はなすと、すごくうれしそうに笑わらう。

　けれど、コノミちゃんがなっちゃんたちとのおしゃべりに夢む中ちゅうになりだすと、少すこしさびしそうな顔かおをした。




『小しょう学がく生せいナイト』が終おわって、サワちゃんのお母かあさんとコノミちゃんのお母かあさんがおむかえにきたとき、乾かん燥そう機きにかけていたコノミちゃんの洋よう服ふくがちょうどかわいた。

　まだあたたかい服ふくを紙かみぶくろに入いれて持もってくると、あたしはコノミちゃんをよび止とめた。

「あのね、ずっと考かんがえてたんだけど、あたし、サワちゃんの気き持もちが、すごくよくわかる。サワちゃんは、ほんとにコノミちゃんのことがたいせつで、大だい好すきなんだと思おもうよ。」

　コノミちゃんはほほえんで、はっきりと答こたえる。

「うん。わたしもサワちゃんのこと、大だい好すきよ。」

　そのとき、ティナちゃんが笑わらっている顔かおが頭あたまをよぎった。ふだんは大おおきな目めが、笑わらうと細ほそい三み日か月づきを描えがく。

　あたしがいちばん好すきなティナちゃんの顔かお。思おもいうかべたとたん、ずっと言いえなかった言こと葉ばが、心こころの底そこからつきあがってきた。

「ごめんね……、ティナちゃん。」

　コノミちゃんたちを見み送おくりながら、ぽつりと口くちからこぼれた。




　全ぜん員いんが帰かえったあと、あたしは愛あい子こさんの仕し事ごと部べ屋やへかけこんだ。

「愛あい子こさんっ！」

「おつかれさま、きょうはどうだった？」

　パソコン用ようのメガネをはずし、愛あい子こさんがあたしを見みる。

「あたしだった！　そもそもの原げん因いんは、あたしだったの！　ティナちゃんをはげましたいとか、応おう援えんしたいって思おもっていたけど、結けっ局きょくは、あたしがいちばんの友ともだちだって、ティナちゃんにそう思おもってほしいだけだった。あたし、自じ分ぶんのことしか考かんがえてなかった。」

　胸むねがあつくて、涙なみだがぽろぽろとこぼれる。今いまの思おもいを、とにかく愛あい子こさんに聞きいてほしくて、あたしは夢む中ちゅうでしゃべった。

　ティナちゃんとケンカをしたことも、ちゃんと話はなしてはいないけれど、愛あい子こさんはほほえんで、ただじっと、話はなしを聞きいてくれた。

「ティナちゃん、もどってきてくれるかな……？」

「ハナビの今いまの気き持もちなら、だいじょうぶよ。」

　愛あい子こさんは明あかるく、きっぱりと言いった。その言いいきりっぷりに、ほっとする反はん面めん、まだ不ふ安あんになる自じ分ぶんがいる。

「あたし、ティナちゃんのことを信しんじてないのかな？」

　深ふかく息いきをはき、つぶやいた。

「それはね、ハナビ、自じ分ぶんに自じ信しんが持もてないからよ。だからいつも、ティナちゃんがこんな自じ分ぶんからはなれていってしまうんじゃないかって、不ふ安あんに思おもってるでしょ？」

「うん……。」

「自じ分ぶんに自じ信しんを持もつのは、なかなかむずかしいけれど、ハナビはがんばってきたじゃない。『夜よるカフェ』だって、今いまでは、わたしがいなくても、ハナビがみんなをまとめてくれてる。すごいことよ。」

「…………」

「そろそろ、もう少すこし、自じ信しんを持もっても、いいんじゃないかな。」

　愛あい子こさんはあたしの目めをまっすぐに見みて言いった。そっか、愛あい子こさんはいつも、こうやってあたしを見みていてくれた。

　あたしがティナちゃんと友ともだちになったときや、『夜よるカフェ』を立たち上あげたとき、はじめてティナちゃんとケンカをしたときや、カレンちゃんの〝ツィッター〟事じ件けんがあったとき、ナナミちゃんが家いえ出でをしてきたとき……。

　ここに来きてからいろんな人ひとと出で会あって、いろんなことが起おこるたびに、たくさんなやんだり、泣ないたり、苦くるしかったりしたけれど、それでも笑わらい合あってきた。

　それは、みんながいてくれたから、できたことだ。

　このあいだの『中ちゅう学がく生せいナイト』のときだって、カレンちゃんやナナミちゃん、ミウちゃんやヤヤコまでも、みんなが心しん配ぱいしてくれた。リョウマ君くんも、いつもあたしが落おちこんだときにはげましてくれる。遠とおくはなれてはいるけれど、ヤマト君くんだっている。

　それで、十じゅう分ぶんじゃない。それ以い上じょう、なにがいる？

　自じ分ぶんにはティナちゃんしかいないって思おもいこんで、弱よわいところを見みせられないって、『夜よるカフェ』の仲なか間まにかべを作つくってたのも、あたしだった。

　いつまでも『どうせ自じ分ぶんは。』って、自じ分ぶんを見み下くだしていたのは、ほかでもない、あたし自じ身しんだった。





10　とつぜんの訪ほう問もん者しゃ







　きのう、愛あい子こさんと話はなしてから、ティナちゃんに対たいして、胸むねが苦くるしくなるほどの『ごめんね。』って気き持もちが、あとからあとからわきあがってくる。だけど、それ以い上じょうに、ティナちゃんと仲なか直なおりしたい、という強つよい願ねがいがあふれてくる。

　今いまの気き持もちをわすれたくない。あふれてくるこの想おもいを、早はやくティナちゃんに伝つたえたい。ＬＩＮＥラインを送おくる？　……ううん、やっぱり直ちょく接せつ話はなしたい！

　考かんがえているうちに夜よるになってしまったけれど、とっさにジャケットをつかんででかけようとしたら、とつぜん玄げん関かんのインターフォンが鳴なった。

　えっ？　こんな時じ間かんにだれだろう？　愛あい子こさんは明あ日す、取しゅ材ざいのお仕し事ごとで地ち方ほうへでかけるから朝あさが早はやくて、今いまはもうねてしまっている。

　ドキドキしながら玄げん関かんまで行いくと、もういちどインターフォンが鳴なった。

　少すこし不ふ審しんに思おもいながら、窓まどから外そとをのぞいたとき、あたしは自じ分ぶんの目めをうたがった。あわててかぎを開あける。すると、

「も～、やんなっちゃうわよ。」

　ドアをいきおいよく開あけて、ティナちゃんが入はいってきた。

「ちょっと、聞きいてよ。きょうさ、うちのママがいきなり若わかい俳はい優ゆうを連つれてきて、今こん度ど、再さい婚こんすることにしたからって言いいだしたの！」

　ティナちゃんはわめきちらしながら、大おおきなキャリーバッグを家いえの中なかに入いれる。

「えっ？　ええっ？」

　なんで、ティナちゃんが？　その、大おお荷に物もつはなに!?

「と、とにかく、あがって。」

　頭あたまが混こん乱らんしたまま、あたしはスリッパを出だした。

「夜よるおそくにごめんね～。ほんと、びっくりよ。いきなり『新あたらしいパパになる人ひと。』なんて言いわれたって、意い味みがわからないわよね？」

　ろうかをズカズカと歩あるきながら、ティナちゃんは文もん句くを言いいつづけ、リビングに荷に物もつを置おいた。

　あたしには、ティナちゃんが今いま、うちにいることのほうが信しんじられず、ティナちゃんのママの再さい婚こん話ばなしがまったく入はいってこない。

「だから、家いえ出でしてきてやったの。お願ねがい、ハナビ！　しばらくここに泊とめて！　このどうにもおさまんない想おもいを、とにかく聞きいてほしくてっ。」

「…………」

　うれしくて、言こと葉ばが出でない。

「ハナビ？」

　ティナちゃんがあたしの顔かおをのぞく。あたしは涙なみだをぐっとこらえて、

「うん、聞きかせて。朝あさまでだって、聞きくからっ！」

　笑え顔がおで答こたえた。

「ティナちゃん。今いままでごめ……。」

「ちょっと待まって！」

　ティナちゃんが、あたしの口くちをふさぐ。

「まずは、わたしに先さきにあやまらせて。『夜よるカフェ』ＬＩＮＥラインを読よまなかったり、既き読どくスルーしたりして、ほんと、ごめんっ！　『夜よるカフェ』当とう日じつも、だまって連れん続ぞくでさぼっちゃって、よくなかったって反はん省せいしてる。」

　深ふか々ぶかと頭あたまを下さげたあと、真しん剣けんな目めであたしを見みた、ちょうどそのとき、どこからともなく、グ～ッとお腹なかの音おとが鳴なりひびいた。

　無む言ごんのまま、ティナちゃんがお腹なかをおさえると、はずかしそうに笑えみをうかべる。

「ママとケンカして、何なにも食たべずに家いえを出でてきたから、お腹なかがペッコペコで……。」

「……フフッ。」

　あたしはこらえきれずに、笑わらいだした。

「アハハ。ごめん、もう。たえられないっ！　タイミングがよすぎるよ。」

「もう、なんなのよ、このお腹なか！　人ひとがまじめな話はなしをしているのに～。」

　ティナちゃんは自じ分ぶんのお腹なかをパンパンとたたく。

「でも、ちょうどよかった！　きのうの『小しょう学がく生せいナイト』のカレーがまだあるよっ。」

「食たべるっ！」

　ティナちゃんはうれしそうな顔かおをして、キッチンをのぞく。

「すぐに用よう意いするねっ！」

　あたしは冷れい蔵ぞう庫こに入はいった保ほ存ぞん容よう器きを取とり出だして、レンジであたためた。そのあいだも、ティナちゃんはお母かあさんへの文もん句くをはき出だしつづけた。

　カレーのにおいをかぐうちに、あたしのお腹なかもつられるようにすいてきて、結けっ局きょくあたしも少すこしだけ食たべることにした。ダイニングテーブルに向むかい合あってすわり、

「いただきま～す。」

　ティナちゃんが、スプーンいっぱいにすくったカレーを口くちに入いれた。

「ん～。おいしい……。」

　満まん足ぞくげな顔かおを見みせる。

「よかった～。」

　あたしは、いっぱいの笑えみを浮うかべていう。

「ん～。やっぱりカレーって、ごはんの王おう様さまだね！」

　そう言いいながら、ティナちゃんを見みると、ティナちゃんは食たべるのをやめて、あたしの顔かおを見みている。

「ん？　どうかした？　もしかして、ごはんつぶがついてる？」

　あたしはとっさに、ほおのまわりを確かく認にんした。

「ううん、だいじょうぶ。だれかといっしょに夕ゆう飯はんを食たべるなんて、ひさしぶりだなって思おもって。やっぱり、おいしいね。」

　ティナちゃんがほほえむ。

「そうだよね。」

「わたしさ、今いままでは友ともだちなんて必ひつ要ようないし、〝ぼっち〟でも十じゅう分ぶんやっていけるって思おもってた。

　一いっ生しょう〝ぼっち〟だって、ぜんぜんかまわない。むしろまわりの子こがうるさく感かんじて、話はなしかけんなって感かんじだった。

　だけど、ハナビと会あってから、友ともだちって、いいもんだなって思おもえたの。だから、新あたらしいクラスになって、ミツキたちが話はなしかけてきても、いやな気きがしなくて、仲なかよくなれた。前まえのあたしなら、ぜったい、無む視ししてた。最さい初しょに、かべをぶっこわしてくれたのは、ハナビだったのよ。」

「あたし……？」

「そう。なんだかんだあっても、わたしがなんでも話はなせて、いちばん安あん心しんしていっしょにいられるのは、ハナビなの。この一週しゅう間かん、ハナビのことが気きになって……。」

　ティナちゃんの言こと葉ばに、うっ、と胸むねがつまりそうになる。

「あたしも、同おなじ……。」

　かすれた声こえで言いい、涙なみだを見みられないように、カレーを口くちの中なかにおしこんだ。
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　それからふとんに入はいるまでのあいだ、ずーっと、ケンカしてから起おきたことを、おたがいに話はなしつづけた。

　ティナちゃんは、じつはこっそり、ヤヤコに『夜よるカフェ』やみんなの状じょう況きょうを聞きいていたことや、先せん週しゅうの土ど曜よう日びにあった二回かい目めの撮さつ影えいでは、ＮエヌＧジーを連れん発ぱつしたことを話はなしてくれた。

　話はなしに夢む中ちゅうになるあまり、いつのまにか三時じになっていたので、あわてて電でん気きを消けす。

　けれど、目めをつぶる直ちょく前ぜんに、ティナちゃんのお母かあさんの再さい婚こん相あい手てが、じつはあたしやカレンちゃんが大だい好すきな俳はい優ゆうさんだと聞きいたとたん、またおしゃべりに火ひがついた。

　結けっ局きょくねむりについたのは、明あけ方がたになってからだった。




　ゴールデンウィークに入はいったとはいえ、学がっ校こうは暦こよみどおり。それなのに、翌よく朝あさ、あたしたちは二人ふたりそろって、まんまと寝ねぼうした。あわてて準じゅん備びをしたけれど、すでに一時じ間かん目めがはじまる時じ間かんだ。

「このさいだから、いさぎよく、二時じ間かん目めに間まに合あうように行いけばいいんじゃない？」

　ティナちゃんが、のんびりとコーヒー牛ぎゅう乳にゅうを飲のみながら言いう。

「そうだね。じつは目め覚ざまし時ど計けいを見みたときから、あたしも、そのつもりだった。」

　あたしもいすにこしかけ、トーストをしっかり食たべた。

　けれど、朝あさごはんを食たべ終おえて、いざでかけようとしたとき、今こん度どはティナちゃんが、あたしの頭あたまの後うしろにできていた寝ねぐせに気きがついた。

　ティナちゃんは『このさいだから。』と言いって、ひさしぶりにあたしの髪かみをアレンジしてくれた。

　結けっ局きょく、学がっ校こうに着ついたのは、ちょうど三時じ間かん目めがはじまる直ちょく前ぜんだった。あたしは目め立だたないように、自じ分ぶんの席せきに着つくと、すぐに美み和わがかけよってくる。

「黒くろ沢さわさん、やっと来きたっ！　ねえ、聞きいて！　ヤヤコ、体たい育いく祭さいの応おう援えん団だんに入はいるみたいだよ。副ふく団だん長ちょうに推すい薦せんされたみたい。信しんじらんない。バスケ部ぶをほったらかしにしといて、なにが応おう援えん団だんだよね！　副ふく団だん長ちょうだなんて、ほんとに見み栄えっぱりだと思おもわない？」

　次つぎから次つぎへとネタを集あつめてくる美み和わの執しゅう念ねんに感かん心しんする。けれど、そんな美み和わに言いいたかったことがある。

「あのね、ずっと思おもってたんだけど、はっきり、ヤヤコに言いってみたらどうかな？　『バスケ部ぶにもどって。』って。」

「ええっ!?　わたしから～？」

　美み和わはあからさまに、いやそうな顔かおで答こたえた。

「うん。ヤヤコってほら、負まけずぎらいだから、言いいたくても、自じ分ぶんからはぜったいに言いえないんだと思おもう。」

「ほんと、それだよ！　なんなの、あの負まけずぎらい。プライドが高たかすぎなんだよ。」

　つくえに手てをバンッと置おき、身みを乗のり出だしてくる。

「そうっ！　だから、自じ分ぶんでは言いえないから、ほんとは、吉よし本もとさんから言いってもらうのを待まっているかもしれないよ。『わたし、副ふく団だん長ちょうになっちゃうけど、いいの？　引ひき止とめるなら今いまよ？』とか、思おもっていたりして。」

「え～、そうかな～？」

　首くびをかしげるけれど、美み和わの表ひょう情じょうはうれしそうだ。

「ほんとのところはわからないけど、ちゃんと言いったほうがいいと思おもう。」

　あたしははっきりと言いった。

「う～ん。わかった。ちょっと考かんがえてみる。」

　美み和わは自じ分ぶんの席せきへもどろうと背せを向むけた。けれど、すぐにふりかえる。

「っていうかさあ、きょうの黒くろ沢さわさん、急きゅうに強つよくない？」

「ええっ？　強つよい？」

「うん、強つよいっ。」

　じーっと見みてくる美み和わの視し線せんがこわい。けれど、

「でも、悪わるくないよ。あと、きょうのヘアスタイル、カワイイ。」

　美み和わはニコッと笑わらい、自じ分ぶんの席せきへもどっていった。

　その日ひ、あたしはいちども三組くみの教きょう室しつには行いかなかった。

　今いままでは昼ひる休やすみがくるたびに、そわそわして、ティナちゃんがどこで、だれといっしょにいるのか気きになっていたけれど、そんなことは気きにもならない。

　ティナちゃんがミツキちゃんたちとおしゃべりしている姿すがたを見みかけても、今いまなら、だいじょうぶって、はっきりと思おもえる。




「カットっ！」

　リツさんの大おおきな声こえが、あたりにひびきわたる。

「おつかれさま。ティナちゃん、きょうは絶ぜっ好こう調ちょうだね！　次つぎもこの調ちょう子しでよろしく。」

　暗くらい神じん社じゃの鳥とり居いの前まえに立たっているティナちゃんに、リツさんがかけよる。

　五月がつに入はいって最さい初しょの土ど曜よう日び、『ゴーストタクシー』の三回かい目めの撮さつ影えいが行おこなわれ、あたしは晴はれて、ティナちゃんのマネージャーとして復ふっ帰きした。

　きょうは天てん気きにも恵めぐまれて、最さい初しょの撮さつ影えいのときは雨あめのせいで撮とることのできなかったシーンも、しっかり撮さつ影えいすることができた。

「次つぎのシーンの準じゅん備びに入はいるので、役やく者しゃさんは休きゅう憩けいをとってください！」

　リツさんが声こえをかけると、役やく者しゃやスタッフがあわただしく動うごきはじめる。

「ティナちゃん、おつかれさま！」

　あたしはティナちゃんに声こえをかけ、麦むぎ茶ちゃをわたした。

「どうだった？　わたし、ちゃんとこわかった？」

「う～ん、なんども見みてるから、こわくはないかな。でも、最さい後ごのテイクは、リツさんも言いうように、バッチリ。」

　あたしはグッと親おや指ゆびを立たてるけれど、ティナちゃんはブス～ッと不ふ満まんそうだ。

「え～、意い地じでもハナビをこわがらせたくなるっ。」

「ティナさん、おつかれさまですっ！」

　話はなしのとちゅうで、重おもそうな機き材ざいを持もったカイト君くんが、目めの前まえをとおりすぎていく。カイト君くんはすっかりリツさんの助じょ手しゅのようで、撮さつ影えい現げん場ばを走はしりまわっている。うん、あいかわらずカッコいい。

「おつかれさまっ。」

　ティナちゃんがすぐに笑え顔がおを作つくりなおし、手てをふって答こたえる。

「ところでティナちゃん、カイト君くんとは最さい近きん、どうなの？　あれからまた、映えい画がに行いったりした？」

　あたしは小こ声ごえで聞きく。

「まあ、この前まえの日にち曜よう日び、また映えい画がには行いったんだけど。な～んか、しっくりこなかったのよね。」

　ティナちゃんがうでをくんで、首くびをかしげる。

「カイト君くんって、ほんとにいい人ひとだし、顔かおはタイプだし、夢ゆめとか目もく標ひょうもしっかり持もってるし、文もん句くなしなの！　だけど、この前まえの映えい画がのときは、気き分ぶんがのらなかったっていうか。」

「それって、あたしとケンカ中ちゅうだったから、だったりして～。」

　ニヤッと笑わらって、ティナちゃんを見みた。すぐに『ちがう。』って言いいかえされるかと思おもったけれど、ティナちゃんはまじめな顔かおでうなずく。

「たしかに、そうなのよね。」

「え～、そこはつっこんでよ。」

　あたしはティナちゃんの肩かたをつついた。

「次つぎのシーン、行いきますっ！　ティナちゃん、スタンバイよろしく。」

　撮さつ影えいの準じゅん備びがととのい、リツさんが声こえをかけた。

「は～い。よしっ、行いってくるわね。」

　ティナちゃんが大おおきく息いきをはき、キリッと表ひょう情じょうを変かえる。

「ハナビに『こわい。』って、言いわせてやるんだからっ。」

「うん。行いってらっしゃいっ！」

　あたしは、そんなティナちゃんの背せ中なかを両りょう手てでおし出だした。
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あとがき







　みなさま、あけまして、おめでとうございます！

　今こ年としも、どうぞよろしくお願ねがいします。

　去きょ年ねんは、新しん型がたコロナウイルス騒そう動どうで、東とう京きょうオリンピックは延えん期き、学がっ校こうも休きゅう校こうなど、びっくりするようなことがたくさんあったけど、今いまもまだ落おち着ついていない状じょう態たい。

　そんななか、みんなは元げん気きにしているかなぁと、すごく心しん配ぱいしています。

　こんな時ときだからこそ気き持もちだけは負まけないように、気き合あいを入いれて、元げん気き出だして過すごさなくちゃね。

　去きょ年ねんの夏なつ、いろいろな作さっ家かさんが順じゅん番ばんに、それぞれ短みじかい物もの語がたりを書かいてＷウｅェｂブ上じょうで発はっ表ぴょうした「Storyストーリー forフォー youユー」が、三月がつに単たん行こう本ぼんとして発はつ売ばいされることになりました。私わたしが書かいた「『夜よるカフェ』相そう談だん室しつ」も、のっていますよ～。よかったら読よんでみてね。




　さて、この八巻かんは友ともだち関かん係けいがテーマです。

　友ともだち……。私わたしも小しょう中ちゅう学がく生せいの時ときは、いちばんの悩なやみでした。

　だれかとうまくいくかいかないかで、学がっ校こう生せい活かつが、まったくちがったものになるから、たいへん。

　相あい手ての顔かお色いろを気きにしたり、ほんとの気き持もちを言いえなかったりもして。そうやって気きをつかっても、〝ぼっち〟になって、悲かなしくてさびしい思おもいをしたり……。

　だけど、そんな一つ一つも、今いまではいい思おもい出でになっていることにビックリ。だから今いまなやんでいる人ひとも、必かならず乗のりこえられる時ときがくるって信しんじてね！

　つぎの九巻かんが発はつ売ばいされる五月がつごろには、世よの中なかがまた活かっ気きに満みちていますように……。そして、みんなの笑え顔がおに会あえますように……。


倉くら橋はし燿よう子こ







読者のみなさまからのお便りをお待ちしています。

下のあて先まで送ってくださいね。

いただいたお便りは、編集部から著者へおわたしいたします。

〒112-8001　東京都文京区音羽2-12-21　講談社　青い鳥文庫編集部






この作品は書き下ろしです。







装丁　大岡喜直（next door design）

　　　久住和代





著者：倉橋燿子（くらはしようこ）

　広島県生まれ。上智大学文学部卒業後、出版社に勤める。その後、フリーの編集者、コピーライターを経て、執筆活動をはじめる。おもな作品に、『パセリ伝説（全12巻）』『パセリ伝説外伝　守り石の予言』「ラ・メール星物語」シリーズ、「魔女の診療所」シリーズ、「ドジ魔女ヒアリ」シリーズ、「ポレポレ日記ダイアリー」シリーズ、『生きているだけでいい！　馬がおしえてくれたこと』『小説　聲の形（全２巻　原作・大今良時）』（いずれも講談社青い鳥文庫）、『風の天使エンジェル』（ポプラ社）などがある。





画家：たま

　岩手県出身。2009年、イラストレーターとして活動開始。初音ミクなどボーカロイドのイラストを数多く手がける。

　スマホゲーム「＃コンパス～戦闘摂理解析システム～」のマルコス'55のキャラクターデザインも手がける。





本作品は、二〇二一年一月、小社より講談社青い鳥文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







夜よるカフェ⑧




二〇二一年二月一日発行

倉くら橋はし燿よう子こ

©Yôko Kurahashi 2021


発行者　渡瀬昌彦

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一

　　　　〒112-8001






◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。
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